
80年　もっと田川　ずっと田川

本市は、昭和18年11月3日に伊田町・後藤寺町が合併して誕生し、
本年11月３日（金祝）に市制施行80周年を迎えます。この節目を
祝い、本市の魅力を内外に発信するために使用する「キャッチフ
レーズ」と「ロゴマーク」を全国公募。キャッチフレーズ 581点、
ロゴマーク 45点の応募作品から最優秀作品を１点ずつ決定しま
した。

【キャッチフレーズ】
「80年 もっと田川 ずっと田川」 
板
いたがき

垣宏
ひろし

さん（群馬県前橋市在住）
【ロゴマーク】
福
ふくやま

山ふみさん（田川市在住）

80周年冠事業募集中
80周年を盛り上げるため、事業
名に冠称を付けて実施する冠事業
を募集中。その他市制
施行80周年記念事業の
詳細は市ホームページ
をご覧ください。

 

「議会のおしらせ」を11～22ページに掲載しています。

2023/NO.1581

令和５年
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第６次
総合計画

田川市 Tagawa Master Plan

10

５
つ
の
基
本
方
針

都市づくり

産業・経済

生活・
健康福祉

教育・文化

協働・
行財政

年間 事業

億円

38億円約

7 億円約

39億円約

19 億円約

8 億円約

市
政
の
要
「
移
住
・
定
住
政
策
」
の
推
進

１
２
３
４
５

快適に暮らせる美しいまちづくり

魅力あふれる産業を育むまちづくり

健やかに安心して暮らせるまちづくり

郷土を愛し豊かな心と創造力を育むまちづくり

互いに支え合い市民と共に歩むまちづくり

基本理念 ▶

あなたの ちょうどいい が きっと見つかる将 来 像 ▶

やっぱり田川で暮らしたい

202
1 1 1

 ◆問い合わせ　経営企画課（☎85-7101）

総合計画は、市の総合的な市政運営を図るための、まち
づくりの最上位計画です。令和３年度から始まった第６
次総合計画の内容や予算を紹介します。

策定の背景
　少子高齢化の急速な進展や自然
災害を教訓とした防災体制に対す
る意識の変化など、時代の潮流に
的確に対応し、本市が持続的に成
長していける力を確保しつつ、市
民が安心して生活できるよう政策
を進めていくため。

計画期間 令和５年度事業数・事業費

令和３年度～令和12年度
（前期）令和３年度～ ７年度
（後期）令和８年度～ 12年度

　本市は、市民が安心してより豊かに暮らせるまちづ
くりを進めるための中長期的な指針として令和２年度
に「第６次田川市総合計画」を策定しました。同計画は、
基本構想・基本計画・実施計画の３層で構成。基本構
想の基本理念は「やっぱり田川で暮らしたい」、将来
像は「あなたのちょうどいいがきっと見つかる」とし
ました。この理念や将来像は、市政の要である「移住・

中心拠点への都市機能の誘導や集約、持続可能な公共
交通ネットワークの構築などにより、便利で快適な都
市基盤や生活基盤の整備を図る。

新産業の創出や地場企業を支援し、雇用を安定化させ
るとともに、地域資源をいかした魅力ある観光地づく
りを推進する。

子育て環境の充実を図るとともに、高齢者の生きがい
づくりや地域の医療体制の構築に努める。市民が生き
がいを持って暮らせる共生社会の実現を目指す。

子どもの健康増進に努めるとともに、創造する意欲や
学力の向上を目指し、教育環境の充実を図る。市民が人
権を尊重し、生きがいを感じられる環境づくりに努める。

行政の透明性や効率性、財源確保に努める。防災体制
の強化や市民生活を守る安全対策の充実を図る。田川
地域８市町村との多角的な連携を図る。

金額は令和５年度の予算規模で、一般会計予算345億5,721万円（左ページで紹介）のう
ち約32％を占めています。第６次総合計画の詳細は市ホームページで公開しています。

定住の促進」にリンクしており、基本構想における目
標人口を４万３千人（令和 12年の国勢調査人口）と
しています。また、基本構想を具現化する基本計画で
は「都市づくり」「産業・経済」「生活・健康福祉」「教
育・文化」「協働・行財政」という５つを基本方針とし、
３年間を１期として実施計画を策定。計画の進捗や財
政状況などを基に、年度毎に見直しながら進めます。

広報たがわ
R5. ９月号
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 ◆問い合わせ　財政課財政係（☎85-7106）

　広報たがわ５月１日号でお知らせ
したとおり、令和５年度一般会計当
初予算は、４月に市長選挙が控えて
いたことから、経常的経費を中心に
「骨格予算」として編成していまし
た。今回、骨格予算に計上していな
い政策的経費などを含んだ補正予算
が成立しましたので、補正後の予算
の内容をお知らせします。なお、６
月議会に提案した補正予算案は、議
会において、一旦修正可決となりま
したが、その後、市長の再議※を経
て原案どおり可決されました。
※再議：市長が議会の議決に異議があ
る場合などに、議決を再度審議して
もらうもの

市が、さまざまな市民サービスを行うために
集める収入（歳入予算）の状況です。

345億5,721万円

※記載した金額などは端数処理を行っているため、合計額などと一致しない場合があります。

民生費　生活保護、高齢
者や子育て支援などに使
う費用

衛生費　ごみの収集や処
理、医療や健康づくりな
どに使う費用

教育費　小中学校や図書
館、公民館などの運営・
管理などに使う費用

土木費　道路や公園、市
営住宅などの整備や維持
管理などに使う費用

公債費　国や銀行などか
ら借りたお金を返済する
費用

総務費　税金の徴収や住
民票の発行、庁舎の管理
などに使う費用

消防費　消防署への負担
金や消防団の運営などに
使う費用

農林業費　農道などの整
備・管理や農林業の振興
などに使う費用

商工費　商店街や企業の
支援、観光客の誘致など
に使う費用

議会費　市議会の運営に
使う費用

労働費　失業者の支援な
どに使う費用

その他　災害発生時にそ
の復旧に使う費用や予備
費など

一般会計 令和５年度
予算

国庫支出金
83.7億円（24.2％）

地方交付税
75.2億円（21.8％）

市税
51.6億円
（14.9％）

依存財源
237.8億円
（68.8％）自主財源

107.8億円
（31.2％）

市債
41.6億円（12.0％）
県支出金
21.3億円（6.2%）
その他（依存財源） 
16.1億円（4.7％）その他（自主財源）

56.2億円（16.3%）

上のグラフのとおり、収入の約７割が「依存財源」であるため、
本市の財政状況は国の動向によって大きく左右されます。

生活保護や福祉サービスなどに使われる民生費が予算全体の約４割を占めています。削減が難しい費用である
ため、新しい市民サービスや公共施設を整備するためには、財源の確保が非常に重要であるといえます。

自主財源
みなさんに納めていただく市税
やごみ処理手数料など、本市が
自主的に財源として集めること
ができるお金です。
依存財源
国や県からもらう補助金や、国
が集めた税金を配分する地方交
付税のほか、市の借金である市
債などのお金です。福祉サービ
スや道路、施設の建設などに充
てられます。国や県などから受
け取るため、税などの自主財源
に対して依存財源といわれます。

右ページに記載している事業などを
実施するための支出（歳出予算）の状況です。

民生費
142.7億円（41.3％）

衛生費
49.3億円（14.3％）
土木費
43.5億円（12.6％）
総務費
34.0億円（9.8%）
教育費
27.2億円（7.9％）
公債費
26.9億円（7.8%）

その他
0.4億円（0.1％）
労働費
0.4億円（0.1％）
議会費
2.2億円（0.6％）
商工費
4.6億円（1.3%）
農林業費
6.3億円（1.8%）
消防費
8.0億円（2.3%）

民生費

広報たがわ
R5. ９月号
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特定健康診査と
特定保健指導

あなたの
未来のために
受けませんか？

特定健診とは 5 人に 1 人は「メタボ」

年度 メタボ割合
（※１）

高血圧な人の割合
（※２）

血糖コントロールが
良くない人の割合（※３）

脂質異常な人の割合
（※４）

平成29年度 17.4%
（387／2,219人）

6.4%
（142／2,219人）

4.3%
（95／2,219人）

11.5%
（256／2,219人）

令和３年度 20.7％
（403／1,949人）

5.8％
（113／1,949人）

6％
（117／1,949人）

11.6％
（226／1,949人）

増 増

特定保健指導

※１：予備群は含まない、※２：Ⅱ度高血圧以上　※３：HbA1c7.0 以上　※４：LDL コレステロール 160mg/dl 以上

【出典　田川市データヘルス計画】

健診結果を確認し、特定保健指導や健康相談を受けて生活習
慣の改善に取り組みましょう。特にメタボには要注意です。▶健診を受けた後は？

健康相談会

詳しくは広報紙６月号に折り込んで配布した「健康づくりガイ
ド」をご覧ください。市ホームページでも情報を公開しています。

A「異常なし」は
問題なし？

数値が悪化、異常
ありに近づいてい
たら要注意！

Q

A自覚症状がな
ければ健康？

生活習慣病は自覚
症状がないことが
ほとんど！

Q

健康づくりガイド

　特定健診は、国の法律によって、医療保険
者（市町村や健康保険組合など）が40歳か
ら74歳の加入者を対象に実施することが義
務付けられた健診です。本市では、田川市国
民健康保の険加入者に対して実施しています。
内臓脂肪に着目した健診で、糖尿病や脂質異
常症、高血圧症などの生活習慣病の発症や重
症化を予防することを目的としています。

　特定保健指導はあなたに寄り添った制度です。専門
家（管理栄養士や保健師など）と相談しながら、あな
たに合った食事・運動の目標を設定。指導の期間中は
電話や面談での相談など手厚いサポートを無料で受け
ることができます。「自分は大丈夫だろう」と油断せ
ずに、健康なうちから生活習慣を見直しましょう。

　特定健診を受けた後に、健診結果の説明や生活習慣
改善のための健康相談を行っています。
　実施日の 2日前までに申し込みが必要です。予定
が合わない場合は別日でも対応できます（要相談）。
※各日９時30分～16時の間で30分程度

　市の特定健診を受けた人の約５人に１人はメタボという結果が
出ています。メタボとは「メタボリックシンドローム」の略称。
日本では、ウエスト周囲径（へその高さの腹囲）が男性85cm・
女性90cm以上で、かつ血圧・血糖・脂質の３つのうち２つ以上
が基準値から外れるとメタボと診断されます。メタボの割合は、
平成29年度に17.4％であったものが、令和３年度には20.7％に
増加。血糖コントロールが良くない人の割合も4.3％から６％に
なるなど、増加傾向にあります。

特定健診や特定保健指導は、法律で定められた「健康を守るため
の制度」です。健診結果であなたの健康状態を確認し、専門家に
相談しながら食事の改善や運動に取り組んで、健康な未来を目指
しませんか。

健診結果を

次に繋
つ な

げよう！

日
程

9月 12日（火）
10月 10日（火）、31日（火）
11月 17日（金）
12月   1日（金）、12日（火）、23日（土）
1月 29日（月）
2月   5日（月）
3月   6日（水）、14日（木）

広報たがわ
R5. ９月号
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おいしく減塩＆朝ごはんで血糖コントロール
～頑張り過ぎずに続けよう！食生活の改善～

1 人分：142 kcal、たんぱく質 5.0ｇ、
食物繊維1.7ｇ、塩分0.7ｇ

オススメ！減塩朝ごはんレシピ
厚揚げとなすのしょうが煮

材料（４人分）

ポ
イ
ン
ト

作り方

　メタボリックシンドロームは、腹囲以外にも血圧、血糖、脂質異常の３項目のうち２項目
以上の数値異常があると判定されます。この2項目をなんとか正常値にしたいところですが、
正常値を保つために「頑張ること」がたくさんあると続けられません。続けることが何より
大切です。そこで以下の 2 点を厳選して実践してみませんか。

①なすは1.5㎝幅の斜め切り、厚揚げは熱湯をかけて油抜きをしたあと食べやすい大きさに
切り、それぞれ片栗粉を大さじ１ずつまぶしておく。

②しょうがはせん切りにし調味料と合わせておく。
③油を熱したフライパンでなすを焼き、軽く焦げ目がつくまで焼いたあと、取り出しておく。
④同じフライパンで厚揚げも加熱し、火が通ったら取り出しておいたなすを戻し、合わせ調

味料を加えて、煮絡まったらできあがり。

○なすは色味が悪くなるのでアク取りをすることがありますが、栄養価を下げないた
めにアク（ポリフェノール）はあえて取りません。

○片栗粉をまぶすことで味が絡みやすくなるので、調味料は少なめにしました。
○調味料だけではなく、しょうがなどの薬味を使うことで塩分少なめでも味が決まり

ます。しょうが以外にも大葉もおすすめです。
○冷めてもおいしいので、作り置きして忙しい朝にもおすすめです。

減塩
塩分を取りすぎる状態が続くと、高血圧から動脈硬化に進行し、脳血管疾
患や腎不全、心臓病などのリスクが高まります。福岡県民は塩分摂取量が
全国と比較して多いことが特徴です。そこで「おいしく減塩」に取り組む
ために、福岡県では「スマートソルティングプロジェクト」を進めています。

朝食
糖尿病は、血液中のブドウ糖の濃度（血糖値）が多くなりすぎる病気です。
初期症状がほとんどなく、進行すると動脈硬化が進み脳卒中や虚血性心疾
患になりやすくなります。朝ごはんを食べるだけでその日 1 日の血糖値
上昇がゆるやかになるため、まずは朝ごはんの習慣から始めてみましょう。

・なす…中 2 本
・厚揚げ…中サイズ１枚
・片栗粉…大さじ 2
・油…適量
・しょうが…１欠片
・しょうゆ…大さじ 1
・みりん…大さじ 1
・砂糖…大さじ 1/2
・酒…大さじ１

 ◆問い合わせ　市保健センター（☎44-8270）広報たがわ
R5. ９月号
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男女がともに認め合い
互いに支え合い
自分らしく生きる

第２次田川市男女共同参画プラン後期計画 －年次報告－

■あらゆる暴力の根絶および被害者支援
■生活上の困難や人権課題を抱える人々への支援の充実
■生涯を通じた心身の健康支援

プランの基本目標

■働く場における男女共同参画の推進
■女性の能力をいかせる就労環境の整備

基本目標１
働く場において男女がともに参画し、

活躍する（14事業）
■地域における男女共同参画の推進
■社会環境づくりへの女性の参画推進

基本目標２
地域社会において、男女が支え合う

（７事業）

基本目標３
男女がともに

健やかに安心して暮らす（20事業）

基本目標４
一人ひとりを尊重し、

男女共同参画意識が浸透する（13事業）
■男女共同参画社会の実現に向けた意識改革
■男女共同参画教育の推進

【成果指標の達成状況】

0 20 40 60 80 100

１

２

３

４

進捗状況の判定基準

※実績値：実際に実施した回数や人数などの数値
※基準値：直近の現状値

Ａ B
C －

【活動指標の達成状況】

0 20 40 60 80 100

１

２

３

４

64.7％ 17.6％ 0.0％17.6％ 判定基準とグラフの色分け

　左のグラフは活動指標と成果指標の評価結果
を基本目標ごとに比較したものです。基本目標
２のＡ判定の割合が低くなっています。これは、
コロナ禍が一定の落ち着きを見せてはいるもの
の、研修会などの参加者数や施設の利用者数が
コロナ禍前の状況に戻っていないことが主な要
因です。

基
本
目
標

基
本
目
標

実績値（※）が目標値
と同じか上回るもの

実績値が基準値と同
じか下回っており、
目標値に達していな
いもの

実績値が基準値（※）
を上回っているが目
標値に達していない
もの
市民意識調査などが
未実施の年度であり
評価ができないもの

44.4％ 22.2％33.3％

65.6％ 21.9％12.5％

61.1％ 22.2％16.7％

0.0％

0.0％

0.0％

47.1％ 11.8％ 29.4％ 11.8％

12.5％ 12.5％ 25.0％ 50.0％

50.0％ 18.3％8.3％ 33.3％

33.3％ 20.0％ 6.7％ 40.0％

市では、男女共同参画社会の実現に向けて、令和４年３月に「第２次田川市男
女共同参画プラン後期計画」を策定し、令和４年度から令和８年度までこの計
画に基づく54の具体的施策を推進しています。計画推進のため、各施策の活
動指標（※１）と成果指標（※２）に数値目標を設定した進

しんちょく

捗管理シートで結果を
評価し、見直しや改善に取り組んでいます。行政による自己評価に加え、市民
目線の外部評価も取り入れており、市の内部組織のほか外部組織である「男女共
同参画審議会（会長：福岡県立大学井

い の う え

上奈
な み こ

美子准教授）」が評価を担っています。

（※１）成果を上げるための活動やサービ
スなど、行政が行う活動量を表す指標　
（※２）活動や提供するサービスがどのよ
うな効果をどれだけ上げることができる
のかを表す指標

広報たがわ
R5. ９月号
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事業№ 54
人権・同和
教育の推進

コロナ禍で事業の実施が難しい中
実施方法などを工夫して成果に繋

つ な

げた施策を紹介

事業№ 36
性的少数者
に配慮した
取組の推進

後期計画から新たに追加した施策（５事業）の一部を紹介

区　　　分 基準値 実績値 目標値 判定結果

活動指標 集合型講座の参加者総数 776人 814人 780人 A

成果指標 集合型講座の内容を「納得できた」と回答した人の割合 97％ 97.4％ 97％ A

事業内容
　地域や職場の指導者・推進者を対象と
した「人権・同和教育中央講座」（年３回）な
どで、同和問題をはじめとするさまざまな
人権課題について講座を実施します。

事業内容
　市の事務事業で性別を明確化する必要が
ないものは、改める取り組みを進めます。
また、性的少数者に配慮した「パートナー
シップ宣誓制度」などの導入に向けた取り
組みを進めます。

　コロナ禍を経て社会全体が変わりつつある中で、企業や先進自治体ではイ
ンターネットを利用したオンライン講演会・研修などの手法が積極的に取り
入れられています。本市の各部署でもＳＮＳで情報を発信したり、研修会の
定員を減らす代わりに実施回数を増やしたりするなど、工夫をしながら取り
組んでいます。今後もオンラインを併用した手法で講座や研修会を実施しま
すので、市民のみなさんの積極的な参加をよろしくお願いします。

■基本目標４　　一人ひとりを尊重し、男女共同参画意識が浸透する
■基本取組２　　男女共同参画教育の推進
■施策の方向２　男女平等の視点に立った社会教育等の推進

■基本目標３　　男女がともに健やかに安心して暮らす
■基本取組２　　生活上の困難や人権課題を抱える人々への支援の充実
■施策の方向２　子ども、高齢者、障がい者、外国人および性的少数者などの人権を
　　　　　　　　尊重する啓発の推進

成果と今後の方向性
　講座の内容について「納得ができた」と回答した人
が 97.4％と目標値を上回ったことから、成果は十分
にあったと言えます。また、活動指標についても、昨
年に引き続きコロナ対策をしながらカテゴリー別に周
知を丁寧に行い、集合型講座の参加者総数は目標値を
上回る 814 人となりました。
　今後も、令和４年度に実施した「人権問題に関する
市民意識調査」の結果を踏まえ、人権問題をとりまく
状況を的確につかみ、積極的に取り組むことが重要で
あると考えます。

成果と今後の方向性
　LGBTをテーマにした研修会では定員上限の30人の
参加があり、関心の高さが感じられました。また、パ
ブリックコメントで得た意見の一部を反映させ、要綱
案をわかりやすい内容へ修正できました。パートナー
シップ制度導入後も、ガイドブックの作成や研修会の
実施など積極的に啓発を進め、オンライン申請につい
ても検討したいと考えています。

「第２次田川市男女共同参画プ
ラン後期計画」全体の報告書は、
市男女共同参画センターゆめっ
せで閲覧できま
す。また、市ホ
ームページにも
内容を掲載して
います。

事業の一部を紹介

 ◆問い合わせ　市男女共同参画センターゆめっせ（☎85-7134）広報たがわ
R5. ９月号
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　マイナポイント付与の特典は、第１弾（5,000円分）が令和２年９月から開始、第２弾（第１弾
と合わせて合計最大20,000円分）が令和４年１月から始まりました。これらの特典が始まる前に
マイナンバーカードを申請している人も、ポイント付与の対象になります。心当たりがある、申請
したかどうか覚えていないなど、対象になるかどうか確認したい場合は早めに問い合わせください。

　「カードの申請はしたけれど受け取っていない」という人は、カードを市で保管している
可能性があります。受取期限はありませんが、早めの受け取りをお願いします。マイナンバ
―カードを申請した人には、交付通知書（ハガキ）を発送し、受け取り案内をしています。
交付通知書を持っている人は必要書類などを持参し、市役所マイナンバ―カード窓口で受け
取りをお願いします。なお、カードの受け取りは原則本人の来庁が必要です。
　マイナンバーカードを受け取っていない人を対象に受け取りの案内を再度送付しているほ
か、戸別訪問による確認も行っています。心当たりがある場合は問い合わせください。

　マイナポイントを受け取るためには、原則
本人がマイナンバーカードを受け取った後に、
健康保険証としての利用申込、公金受取口座
の登録が必要です。加えて、マイナポイント
の申請手続きが必要です。
　「手続きの方法がわからない」、「パソコン
やスマートフォンを持っていない」という人
を対象に、職員がマイナポイントを受け取る
ために必要な手続きをサポートします。

９月は夜間・休日窓口を拡大します
●夜間　９月のみ　毎週火曜日・木曜日　19 時まで
●休日　９月のみ　毎週日曜日　8 時 30 分～ 17 時　
　17 日（日）はシステムメンテナンスのためマイナン
バーカードに関する手続きができません。マイナポイン
トの申込支援は行います。詳しい日程は 28 ページへ。

今なら間に合う！ＱＵＯカードの特典
　まだマイナンバーカードを作っていない人には、今な
らカードの新規申請でQUOカード5,000円分をプレゼ
ントしています（数量限定先着順）。
※マイナポイントの対象となる人は QUO カードの対

象とはなりません。

【手続きに必要なもの】
○マイナンバーカードとパスワー

ド（マイナンバーカード取得時
に設定した４桁

け た

の数字）
○各キャッシュレス決済サービス

が指定する「決済サービス ID」
と「セキュリティーコード」

○本人名義の金融機関口座の情報
（通帳・キャッシュカード）

※〇〇ペイや〇〇マネーなど、マイナポイ
ントを受け取るキャッシュレス決済サービ
スごとに期限が異なる場合があります。早
めの手続きをお願いします。詳し
くは各決済サービスのホームペー
ジなどを確認してください。

ポイント申込期限が近づくと、市の窓口や申し込みWeb
サイトが混雑することが考えられます。早めにカードを受
け取り、ポイントの申し込みを行ってください。

過去にカードを作った人も
マイナポイントはもらえます

「そういえば、以前申請したかも…」
「早めに申請した人は対象外？」
「カードの受け取りを忘れていた！」

マイナンバーカードをすでに申請した人へ

忘れていませんか？カードの受け取り

マイナポイント申請臨時窓口を設置中

▲市役所１階ロビーに設置中

マイナポイントを
もらうための
手続きは

月末
まで9早めの受け取りを

お願いします
マイナンバーカード・マイナポイント

 ◆問い合わせ　市民課市民年金係（☎85-7137）
広報たがわ
R5. ９月号

8



掲載内容は８月18日時点のものです。新たな情報がわかり次第、広報紙や市ホームページでお知らせします。
新型コロナワクチンに関するお知らせ

９月20日（水）から令和５年秋開始接種がスタート【接種費用無料】

80年  もっと田川  ずっと田川

田川市市制施行80周年記念事業

たがたん健
け ん こ う

幸ポイント事業
中間計測会関連イベント

入 場 料
無 料

とき

ところ

月 日［土祝］
13時開場・13時20分開会

田川文化センター大ホール

第
１
部

第
２
部

記念講演（13時30分～14時30分）

健康のために「塩」とどう向き合う？
【講師】市立病院腎臓内科  大

お お な か

仲正
し ょ う た ろ う

太郎 部長

【体操指導】理学療法士　竹
た け し た

下真
ま さ ひ ろ

大さん 
　　　　　　 NPO法人「健康たーんとクラブ」のみなさん

体操（14時35分～15時５分）
田川市健康たーんと体操 
～着席したまま体操しよう～

●問い合わせ　
　市保健センター（☎44-8270）

※健幸ポイント事業参加者以外の人も参加できます。

田川市市制施行80周年記念事業における「冠事業」を募集中！
田川市の市制施行 80 周年を盛り上げるため、事業名に冠称を付けて実施する冠
事業を募集しています。詳しくは市ホームページをご覧ください。

◆問い合わせ　保健福祉課新型コロナウイルスワクチン接種対策室 ☎85-7185、☎44-2000（内線542・543）

■対象・回数
　初回接種を完了し、前回接種日から３か月以上（予
定）が経過した人で、1 人 1 回
※令和 4 年秋開始接種や令和５年春開始接種の有無

は問いません。

■使用ワクチン
　オミクロン株対応（XBB.1.5）1 価ワクチン
　（一般用、小児用、乳幼児用はそれぞれ別）

■公的関与（努力義務など）
　65歳以上の人と64歳未満で基礎疾患を有する人
などに限り、接種勧奨（接種を受けることを勧める）、
努力義務（接種を受けるように努めなければならない）
の規定が適用されます。条件に該当しない人には規定
は適用されません。
　ただし、接種はあくまで強制ではなく任意ですので、
接種による効果や副反応のリスクなど、両方の特性を
理解し正しい知識を得たうえで、自らの意思で接種の
判断をお願いします。

■接種券の発送
　予約の混雑などを防ぐため、オミクロン株対応 2
価ワクチンを接種したことがあり、手元に未使用の接
種券が無い人には、前回接種日に応じて公的関与の規
定が適用される人を優先しながら、段階的に接種券を
順次発送します。
※市民で、手元に本市が発行した未使用の接種券を持

っている人は、その接種券が使用できます。
※最終接種日以降に他自治体から本市に転入してきた

人は接種券の発行に申請が必要です。
※予約方法や接種会場などは、送付する接種券に同封

するチラシまたは市ホームページをご覧ください。

〇生後６か月以上の初回接種は引き続き実施します。なお、
初回接種で使用するワクチンが従来型からオミクロン株
対応型に変わります。

〇予防接種健康被害救済制度があります
　予防接種では、極めてまれですが、健康被害（病気になっ

たり障がいが残ったりすること）が起こる場合があるた
め、救済制度が設けられています。詳しくは問い合わせ
ください。

体
操
動
画
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重度障害者の健康を保持増進するため、下表に該当する人（中学生以下は除く）に自己負
担額を超える医療費の助成を行っています。助成を受けるためには申請が必要です。

・身体障害者（身体障害者手帳１・２級）
・知的障害者（療育手帳Ａ１・Ａ２　※ＩＱ35以下）
・重複障害者（療育手帳Ａ３　※身体障害者手帳３級かつＩＱ50以下）
・精神障害者（精神障害者保健福祉手帳１級）【精神病床の入院は対象外】
※65歳以上の人は、後期高齢者医療の被保険者に限ります。

特別障害者手当の基準と同じ
※本人、配偶者および扶養義務者の所得で計算

［通院］　500円／月まで
［入院］　一　般：500円／日まで（3,500円／月まで）
　　　　　低所得：300円／日まで（2,100円／月まで）
※適用区分が「オ」、「区分Ⅰ」、「区分Ⅱ」の限度額適用認定証を医療機
関に出すと低所得の金額になります。

※いずれも１医療機関ごとにかかる料金です。
※薬局での自己負担はありません。
※入院中の食事代やベッド代、薬の容器代、文書料などの保険がきかな
い費用は助成の対象外です。

受給者のみなさんへ
受給者のみなさんが現在持っ
ている重度障害者医療証の有
効期限は原則として９月30日
（土）です。９月中に新しい重
度障害者医療証を送付します。
※更新の手続きが必要な人に
は別途通知します。必ず手
続きを行ってください。

届出と手続きが必要な場合
 ・健康保険の加入先や内容の
変更
 ・氏名や住所の変更
 ・手帳の内容変更
 ・配偶者や扶養義務者の変更
 ・交通事故など第三者から傷
害を受け医療証を使用
 ・年齢が65歳に到達し、後期
高齢者医療保険に加入

重度障害者医療制度

対　　象

所得制限

自己負担額

15
2023 4 5

４年ぶりの再開。炭坑節発祥の地としての誇りを全国へ発信しよう！

①②③共通：申込期限　９月22日（金）
●申し込み方法　持参、郵送またはFAXで申し込み
※申込書は公共施設などで配布しているほか、
　市ホームページからダウンロードできます。

〒825-8501田川市中央町1番1号（産業振興課内）
TAGAWAコールマイン・フェスティバル実行委員会
事務局 ☎85-7147／FAX46-0124

①炭坑節総踊り参加者募集
　炭坑節まつりのフィナーレを飾る「炭
坑節総踊り」の参加者を募集します。ふ
るさと田川を愛する人、伝統を守りたい
人、踊りが好きな人、思い出を作りたい
人など、目的は問いません。総踊りに参
加し、炭坑節を全国にＰＲしませんか。
●と　き　11月５日（日）
　14時30分～15時30分（予定）

②募金・協賛金のお願い
　まつりの実施に向けて、協賛いただけ
る企業・団体を募集します。協賛金は1
口5,000円です（何口でも可）。ご支援
ご協力をお願いします。

③環境美化活動ボランティア募集
●と　き　11月4日（土）・5日（日）
●ところ　石炭記念公園周辺

 ◆問い合わせ　市民課保険係（☎85-7140）、市役所１階⑪・⑫・⑬番窓口

■問い合わせ ： 田川市議会事務局 ／〒825-8501 福岡県田川市中央町１番１号／ TEL0947（85）7170 ／ FAX0947（44）2043

６月定例会を開催
17日間で26議案を審議

発行：田川市議会　　編集：田川市議会広報委員会
No.221令和５年９月１日

田川市議会

議会のおしらせ No.221 1 議会のおしらせ No.221 12

　今年も７月８日から８月31日まで、田川市市民プールが開場されました。　
　今季は初めてプライベートスペースやサマーベッドのレンタルを開始して、プールサイドのサービスも充実。流
れるプールやウォータースライダーなどを楽しむ多くの皆さんでにぎわいました。

市民プールで夏の思い出を
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重度障害者の健康を保持増進するため、下表に該当する人（中学生以下は除く）に自己負
担額を超える医療費の助成を行っています。助成を受けるためには申請が必要です。

・身体障害者（身体障害者手帳１・２級）
・知的障害者（療育手帳Ａ１・Ａ２　※ＩＱ35以下）
・重複障害者（療育手帳Ａ３　※身体障害者手帳３級かつＩＱ50以下）
・精神障害者（精神障害者保健福祉手帳１級）【精神病床の入院は対象外】
※65歳以上の人は、後期高齢者医療の被保険者に限ります。

特別障害者手当の基準と同じ
※本人、配偶者および扶養義務者の所得で計算

［通院］　500円／月まで
［入院］　一　般：500円／日まで（3,500円／月まで）
　　　　　低所得：300円／日まで（2,100円／月まで）
※適用区分が「オ」、「区分Ⅰ」、「区分Ⅱ」の限度額適用認定証を医療機
関に出すと低所得の金額になります。

※いずれも１医療機関ごとにかかる料金です。
※薬局での自己負担はありません。
※入院中の食事代やベッド代、薬の容器代、文書料などの保険がきかな
い費用は助成の対象外です。

受給者のみなさんへ
受給者のみなさんが現在持っ
ている重度障害者医療証の有
効期限は原則として９月30日
（土）です。９月中に新しい重
度障害者医療証を送付します。
※更新の手続きが必要な人に
は別途通知します。必ず手
続きを行ってください。

届出と手続きが必要な場合
 ・健康保険の加入先や内容の
変更
 ・氏名や住所の変更
 ・手帳の内容変更
 ・配偶者や扶養義務者の変更
 ・交通事故など第三者から傷
害を受け医療証を使用
 ・年齢が65歳に到達し、後期
高齢者医療保険に加入

重度障害者医療制度

対　　象

所得制限

自己負担額

15
2023 4 5

４年ぶりの再開。炭坑節発祥の地としての誇りを全国へ発信しよう！

①②③共通：申込期限　９月22日（金）
●申し込み方法　持参、郵送またはFAXで申し込み
※申込書は公共施設などで配布しているほか、
　市ホームページからダウンロードできます。

〒825-8501田川市中央町1番1号（産業振興課内）
TAGAWAコールマイン・フェスティバル実行委員会
事務局 ☎85-7147／FAX46-0124

①炭坑節総踊り参加者募集
　炭坑節まつりのフィナーレを飾る「炭
坑節総踊り」の参加者を募集します。ふ
るさと田川を愛する人、伝統を守りたい
人、踊りが好きな人、思い出を作りたい
人など、目的は問いません。総踊りに参
加し、炭坑節を全国にＰＲしませんか。
●と　き　11月５日（日）
　14時30分～15時30分（予定）

②募金・協賛金のお願い
　まつりの実施に向けて、協賛いただけ
る企業・団体を募集します。協賛金は1
口5,000円です（何口でも可）。ご支援
ご協力をお願いします。

③環境美化活動ボランティア募集
●と　き　11月4日（土）・5日（日）
●ところ　石炭記念公園周辺

■問い合わせ ： 田川市議会事務局 ／〒825-8501 福岡県田川市中央町１番１号／ TEL0947（85）7170 ／ FAX0947（44）2043

６月定例会を開催
17日間で26議案を審議

発行：田川市議会　　編集：田川市議会広報委員会
No.221令和５年９月１日

田川市議会

議会のおしらせ No.221 1 議会のおしらせ No.221 12

　今年も７月８日から８月31日まで、田川市市民プールが開場されました。　
　今季は初めてプライベートスペースやサマーベッドのレンタルを開始して、プールサイドのサービスも充実。流
れるプールやウォータースライダーなどを楽しむ多くの皆さんでにぎわいました。

市民プールで夏の思い出を

広報たがわ
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議決結果議決結果議決結果

議会のおしらせ No.221 3 議会のおしらせ No.221 2

６月定例会

７月臨時会

33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54

令和５年度田川市一般会計補正予算
令和５年度田川市国民健康保険特別会計補正予算
令和５年度田川市後期高齢者医療特別会計補正予算
田川市市税条例の一部改正について
田川市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の制定について
市道路線の認定について（下弓削田９号線）
田川市監査委員の選任について（水上茂氏）
田川市農業委員会委員の任命について（柴田一明氏）
田川市農業委員会委員の任命について（高口秀明氏）
田川市農業委員会委員の任命について（中園佳一氏）
田川市農業委員会委員の任命について（原敬太郎氏）
田川市農業委員会委員の任命について（三好義勝氏）
田川市農業委員会委員の任命について（北山俊之氏）
田川市農業委員会委員の任命について（服部龍一郎氏）
田川市農業委員会委員の任命について（原田敏春氏）
田川市農業委員会委員の任命について（奥敏晴氏）
田川市農業委員会委員の任命について（野中栄藏氏）
田川市農業委員会委員の任命について（冨士本稔氏）
田川市農業委員会委員の任命について（川並勝次氏）
田川市農業委員会委員の任命について（星野峰敏氏）
田川市農業委員会委員の任命について（牧野瑞代氏）
田川市教育委員会教育長の任命について（小林清氏）

件　　　　　名 議決結果付託委員会

総文・厚生・建経
厚　生
厚　生
総　文
建　経
建　経
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－

修正議決
可　　決
可　　決
可　　決
可　　決
可　　決
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意

1

2
3

4

最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める意見書について 可　　決

55 議案第33号令和５年度田川市一般会計補正予算に対する再議について －

－
－

－

議案第33号可決

可　　決
可　　決

可　　決

［委員会の名称］　総文：総務文教委員会、厚生：厚生委員会、建経：建設経済委員会

議案番号

豊かな学びの実現・教職員定数改善を図るための2024年度政府予算に係る意見書について
義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げを図るための2024年度政府予算に係る意見書について
大任町に対し、し尿処理施設、じん芥処理施設及び埋立処分施設の建設に関する事務の情報
開示を求める決議について

議
決
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果
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正
予
算
／
再
議
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般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

賛否が分かれた案件 〇：賛成　 ×：反対　欠：欠席

※上記以外の案件は、全会一致で可決されました。陸田議員（孔志会）は議長であるため、採決（議案第55号の再議を除く）に加わっていません。
※議案第55号の再議は、特別多数議決のため、議長を含む出席議員の３分の２以上の賛成が必要となります。
※会派名：社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団

会派名

案　件

議員名
シン・タガワ 社民党 孔志会共産党 清風会 黎明会 清友会新風会

　　

榊
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村
　𠮷

原
　田

石
　松

香
　月

辻
佐
　藤

小
　林

梶
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　田

佐
々
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　村
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　田

髙
　瀬
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　野

永
　松

田
　守

梶
　原

梶
　原

賛
　
　成

反
　
　対

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × － × × × ×

15 2

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 15 2

〇 〇 〇 × × × × × × × 〇 〇 〇 － 〇 〇 × 〇 9 8

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × － × × × × 10 7

〇 〇 × × × 〇 × 〇 〇 〇 × × × × × × × × 6 12

〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 × × 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 14 2

9 8 【議案第33号】
令和５年度田川市一般会計補正
予算（修正案）

 【議案第33号】
令和５年度田川市一般会計補正
予算（修正部分を除く原案）

 【議案第36号】
田川市市税条例の一部改正につ
いて

 【議案第49号】
田川市農業委員会委員の任命に
ついて（野中栄藏氏）

 【議案第55号】
議案第33号令和５年度田川市一
般会計補正予算（原案）

 【議員提出議案第４号】
大任町に対し、し尿処理施設、じ
ん芥処理施設及び埋立処分施設
の建設に関する事務の情報開示
を求める決議について

 【議案第55号】
議案第33号令和５年度田川市一
般会計補正予算に対する再議に
ついて（修正議決に対する審議）

［提出：小林、賛成：原田］  補正予算のうち、国際交流推進事業費を削減する修正案

  
６月定例会で、次の議案が可決され、田川市議会から国に対して３件の意見書を提出しました。
市議会の声を国へ
最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める意見書について

（提出者：建設経済委員長）【委員会提出議案第１号】

豊かな学びの実現・教職員定数改善を図るための2024年度政府予算に係る意見書について
（提出者：梶原〔榊原、香月、原田、佐藤、尾﨑、今村、山野、田守〕）【議員提出議案第２号】

義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げを図るための2024年度政府予算に係る意見書について
（提出者：梶原〔榊原、香月、原田、佐藤、尾﨑、今村、山野、田守〕）【議員提出議案第３号】

□請願第１号　旧児童センターを金川小学校児童クラブとし
　て活用することに関する請願
【内容】金川校区の子育てする親たちが働きながら安心して子
育てできる環境を構築し、働く親を持つ子どもたちが安全・
安心に放課後や長期休暇を過ごせるように、金川小学校に隣
接する旧児童センター跡地と建物を金川小学校児童クラブと
して活用することを求めるもの。（付託：総務文教委員会）

新たに上程された請願
□陳情第1号　「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を
　求める意見書」の採択を求める陳情
【内容】最低賃金法を改正して全国一律制度を実現し、抜本的
に最低賃金を引き上げるとともに、中小企業支援策の拡充を
実現するため、国に対して意見書を提出するよう求めるもの。

（付託：建設経済委員会）

採択された陳情

９月定例会は、９月５日（火）開会
一般質問は、９月７日（木） ・８日（金）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。

◎本会議・委員会はインターネット中継と録画映像の配信を行います。
　ご利用ください。 議会日程 中　継

市 長 提 出 議 案

委 員 会 提 出 議 案

議 員 提 出 議 案

市 長 提 出 議 案

17日間で26議案を審議しました

７月12日に臨時会を開催しました

詳しくは４・５ページ

詳しくは12ページ

詳しくは５ページ
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※再議については、５ページをご覧ください。
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議決結果議決結果議決結果

議会のおしらせ No.221 3 議会のおしらせ No.221 2

６月定例会

７月臨時会

33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54

令和５年度田川市一般会計補正予算
令和５年度田川市国民健康保険特別会計補正予算
令和５年度田川市後期高齢者医療特別会計補正予算
田川市市税条例の一部改正について
田川市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の制定について
市道路線の認定について（下弓削田９号線）
田川市監査委員の選任について（水上茂氏）
田川市農業委員会委員の任命について（柴田一明氏）
田川市農業委員会委員の任命について（高口秀明氏）
田川市農業委員会委員の任命について（中園佳一氏）
田川市農業委員会委員の任命について（原敬太郎氏）
田川市農業委員会委員の任命について（三好義勝氏）
田川市農業委員会委員の任命について（北山俊之氏）
田川市農業委員会委員の任命について（服部龍一郎氏）
田川市農業委員会委員の任命について（原田敏春氏）
田川市農業委員会委員の任命について（奥敏晴氏）
田川市農業委員会委員の任命について（野中栄藏氏）
田川市農業委員会委員の任命について（冨士本稔氏）
田川市農業委員会委員の任命について（川並勝次氏）
田川市農業委員会委員の任命について（星野峰敏氏）
田川市農業委員会委員の任命について（牧野瑞代氏）
田川市教育委員会教育長の任命について（小林清氏）

件　　　　　名 議決結果付託委員会

総文・厚生・建経
厚　生
厚　生
総　文
建　経
建　経
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
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－
－
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－
－

－

修正議決
可　　決
可　　決
可　　決
可　　決
可　　決
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意

1

2
3

4

最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める意見書について 可　　決

55 議案第33号令和５年度田川市一般会計補正予算に対する再議について －

－
－

－

議案第33号可決

可　　決
可　　決

可　　決

［委員会の名称］　総文：総務文教委員会、厚生：厚生委員会、建経：建設経済委員会

議案番号

豊かな学びの実現・教職員定数改善を図るための2024年度政府予算に係る意見書について
義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げを図るための2024年度政府予算に係る意見書について
大任町に対し、し尿処理施設、じん芥処理施設及び埋立処分施設の建設に関する事務の情報
開示を求める決議について

議
決
結
果

補
正
予
算
／
再
議

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

賛否が分かれた案件 〇：賛成　 ×：反対　欠：欠席

※上記以外の案件は、全会一致で可決されました。陸田議員（孔志会）は議長であるため、採決（議案第55号の再議を除く）に加わっていません。
※議案第55号の再議は、特別多数議決のため、議長を含む出席議員の３分の２以上の賛成が必要となります。
※会派名：社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団

会派名

案　件

議員名
シン・タガワ 社民党 孔志会共産党 清風会 黎明会 清友会新風会
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村
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原
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辻
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　藤

小
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　成

反
　
　対

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × － × × × ×

15 2

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 15 2

〇 〇 〇 × × × × × × × 〇 〇 〇 － 〇 〇 × 〇 9 8

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × － × × × × 10 7

〇 〇 × × × 〇 × 〇 〇 〇 × × × × × × × × 6 12

〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 × × 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 14 2

9 8 【議案第33号】
令和５年度田川市一般会計補正
予算（修正案）

 【議案第33号】
令和５年度田川市一般会計補正
予算（修正部分を除く原案）

 【議案第36号】
田川市市税条例の一部改正につ
いて

 【議案第49号】
田川市農業委員会委員の任命に
ついて（野中栄藏氏）

 【議案第55号】
議案第33号令和５年度田川市一
般会計補正予算（原案）

 【議員提出議案第４号】
大任町に対し、し尿処理施設、じ
ん芥処理施設及び埋立処分施設
の建設に関する事務の情報開示
を求める決議について

 【議案第55号】
議案第33号令和５年度田川市一
般会計補正予算に対する再議に
ついて（修正議決に対する審議）

［提出：小林、賛成：原田］  補正予算のうち、国際交流推進事業費を削減する修正案

  
６月定例会で、次の議案が可決され、田川市議会から国に対して３件の意見書を提出しました。
市議会の声を国へ
最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める意見書について

（提出者：建設経済委員長）【委員会提出議案第１号】

豊かな学びの実現・教職員定数改善を図るための2024年度政府予算に係る意見書について
（提出者：梶原〔榊原、香月、原田、佐藤、尾﨑、今村、山野、田守〕）【議員提出議案第２号】

義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げを図るための2024年度政府予算に係る意見書について
（提出者：梶原〔榊原、香月、原田、佐藤、尾﨑、今村、山野、田守〕）【議員提出議案第３号】

□請願第１号　旧児童センターを金川小学校児童クラブとし
　て活用することに関する請願
【内容】金川校区の子育てする親たちが働きながら安心して子
育てできる環境を構築し、働く親を持つ子どもたちが安全・
安心に放課後や長期休暇を過ごせるように、金川小学校に隣
接する旧児童センター跡地と建物を金川小学校児童クラブと
して活用することを求めるもの。（付託：総務文教委員会）

新たに上程された請願
□陳情第1号　「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を
　求める意見書」の採択を求める陳情
【内容】最低賃金法を改正して全国一律制度を実現し、抜本的
に最低賃金を引き上げるとともに、中小企業支援策の拡充を
実現するため、国に対して意見書を提出するよう求めるもの。

（付託：建設経済委員会）

採択された陳情

９月定例会は、９月５日（火）開会
一般質問は、９月７日（木） ・８日（金）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。

◎本会議・委員会はインターネット中継と録画映像の配信を行います。
　ご利用ください。 議会日程 中　継

市 長 提 出 議 案

委 員 会 提 出 議 案

議 員 提 出 議 案

市 長 提 出 議 案

17日間で26議案を審議しました

７月12日に臨時会を開催しました

詳しくは４・５ページ

詳しくは12ページ

詳しくは５ページ
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※再議については、５ページをご覧ください。
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議会のおしらせ No.221 5 議会のおしらせ No.221 45

令和５年度一般会計補正予算 常任委員会の主な審査内容令和５年度一般会計補正予算 本会議における審議

ここに注目

委員会の映像➡

先進地であるドイツへ中学生を派遣することは理解できるが、
本市においては、共生社会に対する認識があまりないように
感じる。まずは本市における共生社会に対する認識を深める
取組が必要ではないか。

議
決
結
果

補
正
予
算
／
再
議

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

総務文教委員会 所属議員：今村、辻、佐々木、山野、梶原、小林

994万6千円
国際交流推進事業費

意　見

本市を担う子どもたちが世界を見て、共生社会の先進地で経
験できる大変良い事業である。実施後はしっかり検証し、来
年度以降にもいかしてほしい。

意　見

　今年度の当初予算は、４月に市長選挙を控えていたことから骨格予算として編成されていたため、今回
の６月補正予算（議案第33号）では、政策的経費のほか、新たに予算措置が必要となった事業が計上され
ました。補正額は、歳入歳出とも10億5,677万円を増額し、予算総額は345億5,720万９千円となってい
ます。委員会における審査の一部を紹介します。

　６月定例会最終日の本会議において、各常任委員長から６月補正予算（議案第33号）の審査結果につ
いて報告があった後、同予算の修正案が提出されました。

　市長は、６月補正予算（議案第33号）の修正議決に異議があるとして、議案審議のやり直しを求める
「再議書」を議会に提出。これに伴い７月12日、臨時会が招集されました。

国際感覚と共生社会に関する知識を身に付けることを目的として、田川市在住の中学２年生12
人を共生社会の先進地であるドイツへ派遣するもの。
［派遣日］ 令和５年11月３日～13日（９泊11日）

ここに注目

委員会の映像➡厚生委員会 所属議員：佐藤、村𠮷、田守、永松、尾﨑、香月

3億1,840万9千円
物価高騰等に伴う低所得世帯支援給付事業費

エネルギー・食料品価格などの物価高騰の影響を受けた低所得世帯の支援対策として、特に
家計への影響が大きい住民税非課税世帯に対して、１世帯当たり３万円を給付するもの。
［基 準 日］ 令和５年６月１日
［対象世帯］ 田川市に住民登録があり、世帯全員の令和５年度分の住民税均等割が非課税であ

る世帯。ただし、住民税が課税されている者の扶養親族等のみからなる世帯は除く。

ここに注目

委員会の映像➡建設経済委員会 所属議員：石松、榊原、陸田、柿田、髙瀬、原田

1,818万円
地元企業育成支援事業費

燃料価格高騰の影響を受けている市内の中小貨物運送事業者
等に対して、支援金を交付するもの。
［対象事業］ ①貨物自動車運送事業（トラック運送事業）
                ②一般貸切旅客自動車運送事業
　　　　　　（貸切バス事業）
［交 付 額］ 対象車両１台につき３万円
　　　　　　（１事業者上限30万円）

【修正案】　６月補正予算のうち、国際交流推進事業費994万６千円を減額する。
 理由
▷本市における共生社会の認識はまだ不十分である。現時点において、共生社会に関する知識を身に
付けるという目的を達成するためには、海外派遣ではなく、地域において認識を深める取組を実施
することが何よりも重要である。

▷今回の財源は令和４年度の企業版ふるさと納税を活用することになっている。
次年度以降、事業継続できる財源が確保できず、海外派遣の効果が今回限り
の極めて限定的なものとなってしまう可能性がある。

令和５年度一般会計補正予算に対する再議

　この修正案は賛成多数で　　　　   され、６月補正予算（議案第33号）は国際交流推進事業費994万６

千円を減額した上で、    　　　　　　　　されました。（修正部分以外の予算については原案どおり）

　修正議決のとおり決定することについて採決した結果、必要となる出席議員の３分の２以上の賛成がなく、

賛成少数で　　　　　され、国際交流推進事業費994万６千円を減額した修正議決は成立しないこととなり
ました。
　この結果を受けて、６月補正予算（議案第33号）の原案を採決した結果、賛成多数で　　　　   されました。

修正議決
可決

可決
否決

※議員ごとの賛否は、３ページをご覧ください。

※議員ごとの賛否は、３ページをご覧ください。

本会議の映像➡

臨時会の映像➡

 再議に付した理由
▷様々なものを感じ、吸収することができる中学２年生の時期に、海外の共生社会の先進地で学ぶこ
とにより、国際感覚と多様性に対する感覚を身に付けた共生社会実現の担い手を育成することがで
きる。

▷派遣修了者を登録する団体を組織し、本市の共生社会に関する事業に積極的にボランティアとして
参加できる体制づくりを予定しているなど、派遣事業が一過性かつ限定的な
ものとはならない。

▷県市町村振興協会の助成制度を活用するとともに、ふるさと人づくり基金を
充当することで、次年度以降も実施は可能である。

ことばの説明：再議とは？
　議会が議案を修正議決した場合、地方自治法に基づき市長が議案審議のやり直しを求めること。
　議会が再可決するには、議長を含む出席議員の３分の２以上の賛成が必要。賛成少数の場合は、
修正議決は成立しないこととなり、修正前の原案を審議することとなる。

広報たがわ
R5. ９月号
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議会のおしらせ No.221 5 議会のおしらせ No.221 45

令和５年度一般会計補正予算 常任委員会の主な審査内容令和５年度一般会計補正予算 本会議における審議

ここに注目

委員会の映像➡

先進地であるドイツへ中学生を派遣することは理解できるが、
本市においては、共生社会に対する認識があまりないように
感じる。まずは本市における共生社会に対する認識を深める
取組が必要ではないか。
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決
結
果
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予
算
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質
問

一
般
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問

一
般
質
問

総務文教委員会 所属議員：今村、辻、佐々木、山野、梶原、小林

994万6千円
国際交流推進事業費

意　見

本市を担う子どもたちが世界を見て、共生社会の先進地で経
験できる大変良い事業である。実施後はしっかり検証し、来
年度以降にもいかしてほしい。

意　見

　今年度の当初予算は、４月に市長選挙を控えていたことから骨格予算として編成されていたため、今回
の６月補正予算（議案第33号）では、政策的経費のほか、新たに予算措置が必要となった事業が計上され
ました。補正額は、歳入歳出とも10億5,677万円を増額し、予算総額は345億5,720万９千円となってい
ます。委員会における審査の一部を紹介します。

　６月定例会最終日の本会議において、各常任委員長から６月補正予算（議案第33号）の審査結果につ
いて報告があった後、同予算の修正案が提出されました。

　市長は、６月補正予算（議案第33号）の修正議決に異議があるとして、議案審議のやり直しを求める
「再議書」を議会に提出。これに伴い７月12日、臨時会が招集されました。

国際感覚と共生社会に関する知識を身に付けることを目的として、田川市在住の中学２年生12
人を共生社会の先進地であるドイツへ派遣するもの。
［派遣日］ 令和５年11月３日～13日（９泊11日）

ここに注目

委員会の映像➡厚生委員会 所属議員：佐藤、村𠮷、田守、永松、尾﨑、香月

3億1,840万9千円
物価高騰等に伴う低所得世帯支援給付事業費

エネルギー・食料品価格などの物価高騰の影響を受けた低所得世帯の支援対策として、特に
家計への影響が大きい住民税非課税世帯に対して、１世帯当たり３万円を給付するもの。
［基 準 日］ 令和５年６月１日
［対象世帯］ 田川市に住民登録があり、世帯全員の令和５年度分の住民税均等割が非課税であ

る世帯。ただし、住民税が課税されている者の扶養親族等のみからなる世帯は除く。

ここに注目

委員会の映像➡建設経済委員会 所属議員：石松、榊原、陸田、柿田、髙瀬、原田

1,818万円
地元企業育成支援事業費

燃料価格高騰の影響を受けている市内の中小貨物運送事業者
等に対して、支援金を交付するもの。
［対象事業］ ①貨物自動車運送事業（トラック運送事業）
                ②一般貸切旅客自動車運送事業
　　　　　　（貸切バス事業）
［交 付 額］ 対象車両１台につき３万円
　　　　　　（１事業者上限30万円）

【修正案】　６月補正予算のうち、国際交流推進事業費994万６千円を減額する。
 理由
▷本市における共生社会の認識はまだ不十分である。現時点において、共生社会に関する知識を身に
付けるという目的を達成するためには、海外派遣ではなく、地域において認識を深める取組を実施
することが何よりも重要である。

▷今回の財源は令和４年度の企業版ふるさと納税を活用することになっている。
次年度以降、事業継続できる財源が確保できず、海外派遣の効果が今回限り
の極めて限定的なものとなってしまう可能性がある。

令和５年度一般会計補正予算に対する再議

　この修正案は賛成多数で　　　　   され、６月補正予算（議案第33号）は国際交流推進事業費994万６

千円を減額した上で、    　　　　　　　　されました。（修正部分以外の予算については原案どおり）

　修正議決のとおり決定することについて採決した結果、必要となる出席議員の３分の２以上の賛成がなく、

賛成少数で　　　　　され、国際交流推進事業費994万６千円を減額した修正議決は成立しないこととなり
ました。
　この結果を受けて、６月補正予算（議案第33号）の原案を採決した結果、賛成多数で　　　　   されました。

修正議決
可決

可決
否決

※議員ごとの賛否は、３ページをご覧ください。

※議員ごとの賛否は、３ページをご覧ください。

本会議の映像➡

臨時会の映像➡

 再議に付した理由
▷様々なものを感じ、吸収することができる中学２年生の時期に、海外の共生社会の先進地で学ぶこ
とにより、国際感覚と多様性に対する感覚を身に付けた共生社会実現の担い手を育成することがで
きる。

▷派遣修了者を登録する団体を組織し、本市の共生社会に関する事業に積極的にボランティアとして
参加できる体制づくりを予定しているなど、派遣事業が一過性かつ限定的な
ものとはならない。

▷県市町村振興協会の助成制度を活用するとともに、ふるさと人づくり基金を
充当することで、次年度以降も実施は可能である。

ことばの説明：再議とは？
　議会が議案を修正議決した場合、地方自治法に基づき市長が議案審議のやり直しを求めること。
　議会が再可決するには、議長を含む出席議員の３分の２以上の賛成が必要。賛成少数の場合は、
修正議決は成立しないこととなり、修正前の原案を審議することとなる。

広報たがわ
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議会のおしらせ No.221 7 議会のおしらせ No.221 6
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必

要
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継
続
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
現
時

点
で
は
、
廃
止
に
至
っ
た
事
業
は
な
い
。

様
々
な
施
策
や
事
業
を
継
続
、
ま
た

は
新
た
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、

過
疎
債
を
含
め
、
国
や
県
の
財
源
を
確
保

し
、
効
率
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
見
解
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
の
歳
入
は
市
税
収
入
が
少
な
く
、

地
方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
な
ど
の

依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
状
で

あ
る
。
新
た
な
事
業
を
行
う
場
合
は
、
既

存
の
事
業
の
見
直
し
な
ど
行
財
政
改
革
に

よ
る
財
源
確
保
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
限
度
が
あ
る
た
め
、
国
・
県
の

補
助
金
や
過
疎
債
等
の
財
源
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

国
・
県
の
財
源
を
確
保
す
る
に
は
、

地
元
選
出
の
国
会
議
員
や
県
議
会
議

員
と
の
関
わ
り
方
が
非
常
に
重
要
に
な
る
。

市
長
の
考
え
を
問
う
。

財
源
確
保
の
み
な
ら
ず
、
田
川
地
域

の
発
展
や
住
民
の
利
益
を
追
求
し
て

い
く
上
で
、
良
好
な
関
係
を
保
つ
と
い
う

こ
と
は
重
要
な
考
え
方
で
あ
る
。
今
後
、

市
政
を
運
営
し
て
い
く
中
で
、
適
時
適
切

に
対
応
し
た
い
。

本
市
は
広
域
的
な
行
政
課
題
に
対
し
、

近
隣
の
関
係
自
治
体
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
後
更
に
広
域
行
政
の

重
要
性
が
増
し
て
く
る
。
市
長
の
基
本
的

な
考
え
方
を
問
う
。

今
後
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が

一
層
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
田
川
地
域
に
お
い
て
、
将
来
に
わ
た
っ

て
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
向
上
し
て
い
く

た
め
に
は
、
近
隣
自
治
体
が
相
互
に
協
力

す
る
広
域
行
政
の
取
組
は
引
き
続
き
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

広
域
行
政
の
運
営
に
必
要
な
負
担
金

は
、
本
市
が
最
も
多
く
負
担
し
て
い

る
。
こ
れ
は
構
成
自
治
体
の
人
口
規
模
を

見
て
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
分
、

本
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

各
方
面
か
ら
の
期
待
に
応
え
る
た
め

に
も
、
田
川
地
域
の
中
心
自
治
体
の

長
と
し
て
、
他
の
自
治
体
と
の
連
携
を
よ

り
深
め
な
が
ら
、
地
域
全
体
を
け
ん
引
し
、

地
域
全
体
の
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
決
結
果

補
正
予
算
／
再
議

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

録画映像

市
政
運
営
に
つ
い
て

録画映像

都
市
計
画
に
つ
い
て

「
広
報
た
が
わ
」の
全
戸
配
布
に
つ
い
て

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像録画映像

香
月
　隆
一

社
民
党
市
議
会
議
員
団

か
つ
き

り
ゅ
う
い
ち

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
等
の
設
置
に
つ
い
て

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像録画映像

佐
藤
　俊
一

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

さ
と
う

し
ゅ
ん
い
ち

田
川
東
高
校
跡
地
の
活
用
事
業
の
経

緯
に
つ
い
て
問
う
。

平
成
28
年
12
月
に
設
置
し
た
旧
田
川

東
高
校
跡
地
活
用
検
討
委
員
会
に
お

い
て
、
活
用
方
策
が
検
討
さ
れ
、
平
成
29

年
３
月
に
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
田

川
地
域
の
新
た
な
る
拠
点
、
地
域
住
民
な

ど
誰
も
が
利
用
・
交
流
が
で
き
る
拠
点
と

い
う
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
定
め
、
交
通
、

生
活
、
自
然
を
三
本
柱
と
し
て
、
様
々
な

機
能
を
整
備
す
る
提
案
内
容
で
あ
っ
た
。

官
民
連
携
事
業
が
最
善
で
あ
る
と
判
断
し
、

昨
年
10
月
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ

り
跡
地
活
用
を
希
望
す
る
事
業
者
を
募
集
。

本
年
２
月
に
優
先
交
渉
権
者
を
決
定
し
た
。

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
計
画
の
内
容

に
つ
い
て
問
う
。

生
鮮
食
品
や
農
産
物
を
扱
う
店
舗
、

飲
食
店
と
い
っ
た
商
業
施
設
を
建
設

す
る
ほ
か
、
敷
地
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
発
着
場
、
緑
地
ス
ペ
ー
ス
等
を
整
備

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
計
画
に
対
し
て
、
住
民
か
ら
ど

の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
、
そ
の
意
見

が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

検
討
委
員
会
の
報
告
書
の
作
成
段
階

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
必
要

と
思
う
機
能
を
意
見
集
約
し
、
そ
の
内
容

を
反
映
し
た
。
総
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
い
い
と
い
う
意
見
が
最
多
で
、
続
い

て
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
で
あ
っ
た
。
　
　

現
計
画
が
実
現
す
れ
ば
す
ば
ら
し
い
。

今
後
に
つ
い
て
問
う
。

優
先
交
渉
権
者
と
契
約
書
案
に
係
る

協
議
を
進
め
、
９
月
議
会
で
関
連
議

案
を
上
程
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
が
可
決
さ

れ
れ
ば
契
約
を
締
結
し
、
10
月
に
工
事
着

手
。
来
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
あ
る
。

後
藤
寺
駅
前
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ

て
き
た
の
か
。

令
和
２
年
11
月
に
有
識
者
、
後
藤
寺

地
域
の
住
民
な
ど
で
構
成
す
る
後
藤

寺
駅
前
整
備
基
本
計
画
策
定
会
議
を
設
置

し
、
交
通
結
節
機
能
強
化
や
新
た
な
に
ぎ

わ
い
創
出
に
向
け
た
整
備
に
つ
い
て
検
討

を
開
始
し
た
。
令
和
４
年
３
月
に
駅
前
整

備
像
を
示
し
た
後
藤
寺
駅
前
整
備
基
本
構

想
を
策
定
し
た
。

整
備
実
施
に
よ
り
、
後
藤
寺
地
区
に

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

西
鉄
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
乗
り
入
れ
可
能

と
な
り
、
公
共
交
通
の
利
用
者
が
増
え
る

こ
と
。
次
に
、
駅
と
商
店
街
を
結
ぶ
歩
行

空
間
の
途
中
に
広
場
を
整
備
し
、
新
た
な

に
ぎ
わ
い
や
交
流
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
車
道
や
歩
道
が
拡
幅
さ
れ
安
全
性

が
向
上
し
、
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
な

ど
の
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

広
報
た
が
わ
な
ど
の
広
報
紙
は
、
自

治
会
な
ど
に
協
力
し
て
も
ら
い
市
内

の
68
％
の
世
帯
に
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、

自
治
会
に
未
加
入
な
ど
の
32
％
の
世
帯
に

は
配
布
さ
れ
て
い
な
い
。
広
報
紙
は
、
市

の
施
策
や
お
知
ら
せ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

市
政
情
報
を
市
民
に
伝
達
す
る
重
要
な
役

割
が
あ
り
、
自
治
会
へ
の
加
入
・
未
加
入

に
よ
っ
て
配
布
に
差
が
あ
る
の
は
、
公
平

性
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
。
超
高
齢
化

社
会
に
突
入
し
て
い
る
本
市
で
は
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
な
ど
市
民
に
伝

達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
は
多
岐
に

わ
た
る
。

　
市
民
と
の
協
働
を
進
め
る
上
で
も
全
世

帯
へ
の
情
報
提
供
が
基
本
と
な
る
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
郵
便
局
な
ど
へ
の

委
託
を
検
討
し
、
早
急
に
全
戸
配
布
を
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

広
報
紙
の
全
戸
配
布
に
つ
い
て
は
、

配
布
方
法
、
費
用
等
検
討
し
て
い
る
。

　
民
間
の
配
達
事
業
者
に
よ
る
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
は
、
広
報
紙
を
全
世
帯
に
配
布
で
き
、

市
民
参
加
の
促
進
な
ど
に
つ
な
が
る
一
方
、

発
行
費
用
の
増
加
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
中
間
連
絡
員
等
へ
の
報
奨
金
に

つ
い
て
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
集
約
、

防
犯
灯
の
管
理
等
の
対
価
も
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
十
分
協
議
が
必
要
と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
広
報
紙
が
全
世
帯
へ
配
ら
れ

る
一
方
で
、
自
治
会
か
ら
の
脱
会
や
未
加

入
世
帯
の
誘
発
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
衰
退
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
々
な
実
情
を

踏
ま
え
た
上
で
、
全
戸
配
布
に
つ
い
て
は

今
後
も
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

市
内
17
か
所
の
病
院
や
高
齢
者
施
設

な
ど
が
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定

を
受
け
て
い
る
。
市
民
か
ら
「
高
齢
者
施

設
な
ど
で
不
公
平
な
投
票
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
と
心
配
す
る
声
を
聞

く
。
全
施
設
に
第
三
者
の
外
部
立
会
人
を

配
置
す
る
な
ど
、
不
正
防
止
に
向
け
た
対

策
の
徹
底
が
必
要
で
は
な
い
か
。

指
定
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
設

の
長
が
不
在
者
投
票
管
理
者
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
選
挙
管
理
委
員
会

が
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票
を
直
接
管

理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
選
挙
の
公
正
性
を
よ
り
一
層
高
め
る

た
め
の
取
組
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
例
と
し
て
、
指
定
施
設
に
対
し
て
は
、

選
挙
時
に
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
作
成
す

る
手
引
き
に
記
載
の
留
意
点
に
つ
い
て
、

改
め
て
注
意
喚
起
を
行
う
こ
と
や
、
外
部

立
会
人
制
度
の
積
極
的
な
利
用
の
啓
発
な

ど
の
取
組
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

糒
地
区
で
田
川
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
の
建
設
工
事
が
進
ん
で
い
る
が
、

本
年
６
月
時
点
で
、
事
業
者
か
ら
設
備
整

備
計
画
は
提
出
さ
れ
て
な
い
。
本
市
の
基

本
計
画
に
は
、
２
０
２
３
年
ま
で
に
発
電

設
備
を
導
入
す
る
と
あ
る
。
こ
の
基
本
計

画
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
計
画
内
容
に
見
直
し
が
必
要
な

箇
所
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
た
い
。

昨
年
12
月
定
例
会
で
、
当
時
議
員
で

あ
っ
た
市
長
が
提
案
し
た
当
該
発
電

所
に
係
る
決
議
が
可
決
。
決
議
で
は
①
本

市
が
主
導
し
て
事
業
者
に
住
民
説
明
会
を

開
催
さ
せ
、
地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
を

図
る
こ
と
、②
本
市
と
事
業
者
で
公
害
防

止
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

市
長
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

決
議
に
つ
い
て
、
尊
重
す
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。
事
業
者
と
面
会
し
、

経
緯
等
を
確
認
し
て
い
る
。
今
後
も
協
議

を
重
ね
、
対
応
を
検
討
し
た
い
。

早
急
に
事
業
者
に
よ
る
住
民
説
明
会

を
開
催
さ
せ
て
ほ
し
い
。

住
民
と
の
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
は
、

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
事
業
者
と
協

議
を
し
て
い
き
た
い
。

公
害
防
止
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
、

事
業
者
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

決
議
に
含
ま
れ
て
い
る
内
容
で
あ
る

た
め
、
事
業
者
と
協
議
を
重
ね
た
い
。

土
木
・
建
築
一
式
工
事
等
に
お
い
て
、

条
件
付
一
般
競
争
入
札
等
を
本
格
実

施
し
て
い
た
が
、
前
市
長
が
２
０
１
９
年

度
か
ら
指
名
競
争
入
札
に
変
更
し
た
。
私

は
、
こ
の
４
年
間
一
貫
し
て
元
の
条
件
付

一
般
競
争
入
札
等
に
戻
す
よ
う
求
め
て
き

た
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

現
在
の
指
名
競
争
入
札
か
ら
変
更
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
所
管
の
総
務

文
教
委
員
会
で
、
詳
細
を
報
告
し
た
い
。

本
年
９
月
末
で
廃
止
と
な
る
西
鉄
バ

ス
金
田
・
方
城
線
の
対
策
を
問
う
。

廃
止
区
間
の
う
ち
、
西
鉄
バ
ス
及
び

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
走
っ
て
い
な

い
地
域
に
、
本
年
10
月
か
ら
新
た
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
る
計
画
で
あ
る
。

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
と
学
校
の
給

食
費
を
無
償
化
す
べ
き
と
考
え
る
。

市
長
の
見
解
を
問
う
。

本
市
で
実
現
す
べ
き
施
策
と
し
て
訴

え
て
き
た
分
野
で
あ
る
。
国
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
な
財
源
を
整
理

し
た
上
で
、
実
現
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

▼
代
表
質
問

議
員

今
村
　寿
人

孔
　志
　会

い
ま
む
ら

ひ
さ
ひ
と

尾
﨑
　行
人

清
　風
　会ゆ

き
ひ
と

お
ざ
き

▼
代
表
質
問

議
員

公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

施
設
等
で
の
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

入
札
の
あ
り
方
に
つ
い
て

広報たがわ
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一般質問 一般質問

こ
れ
ま
で
前
市
長
の
も
と
、
様
々
な

政
策
や
事
業
が
実
施
さ
れ
、
計
画
途

中
の
政
策
も
あ
る
。
行
政
の
ト
ッ
プ
が
選

挙
で
替
わ
っ
て
も
、
一
度
決
め
た
事
業
や

制
度
は
変
更
や
中
止
の
手
続
き
な
ど
の
議

決
を
し
な
い
限
り
、
粛
々
と
続
け
ら
れ
る

こ
と
を
行
政
の
継
続
性
と
い
う
と
理
解
し

て
い
る
。
こ
の
見
解
に
つ
い
て
問
う
。

行
政
の
継
続
性
の
観
点
や
市
民
生
活

へ
の
影
響
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
必

要
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継
続
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
現
時

点
で
は
、
廃
止
に
至
っ
た
事
業
は
な
い
。

様
々
な
施
策
や
事
業
を
継
続
、
ま
た

は
新
た
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、

過
疎
債
を
含
め
、
国
や
県
の
財
源
を
確
保

し
、
効
率
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
見
解
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
の
歳
入
は
市
税
収
入
が
少
な
く
、

地
方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
な
ど
の

依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
状
で

あ
る
。
新
た
な
事
業
を
行
う
場
合
は
、
既

存
の
事
業
の
見
直
し
な
ど
行
財
政
改
革
に

よ
る
財
源
確
保
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
限
度
が
あ
る
た
め
、
国
・
県
の

補
助
金
や
過
疎
債
等
の
財
源
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

国
・
県
の
財
源
を
確
保
す
る
に
は
、

地
元
選
出
の
国
会
議
員
や
県
議
会
議

員
と
の
関
わ
り
方
が
非
常
に
重
要
に
な
る
。

市
長
の
考
え
を
問
う
。

財
源
確
保
の
み
な
ら
ず
、
田
川
地
域

の
発
展
や
住
民
の
利
益
を
追
求
し
て

い
く
上
で
、
良
好
な
関
係
を
保
つ
と
い
う

こ
と
は
重
要
な
考
え
方
で
あ
る
。
今
後
、

市
政
を
運
営
し
て
い
く
中
で
、
適
時
適
切

に
対
応
し
た
い
。

本
市
は
広
域
的
な
行
政
課
題
に
対
し
、

近
隣
の
関
係
自
治
体
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
後
更
に
広
域
行
政
の

重
要
性
が
増
し
て
く
る
。
市
長
の
基
本
的

な
考
え
方
を
問
う
。

今
後
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が

一
層
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
田
川
地
域
に
お
い
て
、
将
来
に
わ
た
っ

て
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
向
上
し
て
い
く

た
め
に
は
、
近
隣
自
治
体
が
相
互
に
協
力

す
る
広
域
行
政
の
取
組
は
引
き
続
き
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

広
域
行
政
の
運
営
に
必
要
な
負
担
金

は
、
本
市
が
最
も
多
く
負
担
し
て
い

る
。
こ
れ
は
構
成
自
治
体
の
人
口
規
模
を

見
て
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
分
、

本
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

各
方
面
か
ら
の
期
待
に
応
え
る
た
め

に
も
、
田
川
地
域
の
中
心
自
治
体
の

長
と
し
て
、
他
の
自
治
体
と
の
連
携
を
よ

り
深
め
な
が
ら
、
地
域
全
体
を
け
ん
引
し
、

地
域
全
体
の
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
決
結
果

補
正
予
算
／
再
議

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

録画映像

市
政
運
営
に
つ
い
て

録画映像

都
市
計
画
に
つ
い
て

「
広
報
た
が
わ
」の
全
戸
配
布
に
つ
い
て

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像録画映像

香
月
　隆
一

社
民
党
市
議
会
議
員
団

か
つ
き

り
ゅ
う
い
ち

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
等
の
設
置
に
つ
い
て

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像録画映像

佐
藤
　俊
一

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

さ
と
う

し
ゅ
ん
い
ち

田
川
東
高
校
跡
地
の
活
用
事
業
の
経

緯
に
つ
い
て
問
う
。

平
成
28
年
12
月
に
設
置
し
た
旧
田
川

東
高
校
跡
地
活
用
検
討
委
員
会
に
お

い
て
、
活
用
方
策
が
検
討
さ
れ
、
平
成
29

年
３
月
に
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
田

川
地
域
の
新
た
な
る
拠
点
、
地
域
住
民
な

ど
誰
も
が
利
用
・
交
流
が
で
き
る
拠
点
と

い
う
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
定
め
、
交
通
、

生
活
、
自
然
を
三
本
柱
と
し
て
、
様
々
な

機
能
を
整
備
す
る
提
案
内
容
で
あ
っ
た
。

官
民
連
携
事
業
が
最
善
で
あ
る
と
判
断
し
、

昨
年
10
月
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ

り
跡
地
活
用
を
希
望
す
る
事
業
者
を
募
集
。

本
年
２
月
に
優
先
交
渉
権
者
を
決
定
し
た
。

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
計
画
の
内
容

に
つ
い
て
問
う
。

生
鮮
食
品
や
農
産
物
を
扱
う
店
舗
、

飲
食
店
と
い
っ
た
商
業
施
設
を
建
設

す
る
ほ
か
、
敷
地
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
発
着
場
、
緑
地
ス
ペ
ー
ス
等
を
整
備

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
計
画
に
対
し
て
、
住
民
か
ら
ど

の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
、
そ
の
意
見

が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

検
討
委
員
会
の
報
告
書
の
作
成
段
階

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
必
要

と
思
う
機
能
を
意
見
集
約
し
、
そ
の
内
容

を
反
映
し
た
。
総
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
い
い
と
い
う
意
見
が
最
多
で
、
続
い

て
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
で
あ
っ
た
。
　
　

現
計
画
が
実
現
す
れ
ば
す
ば
ら
し
い
。

今
後
に
つ
い
て
問
う
。

優
先
交
渉
権
者
と
契
約
書
案
に
係
る

協
議
を
進
め
、
９
月
議
会
で
関
連
議

案
を
上
程
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
が
可
決
さ

れ
れ
ば
契
約
を
締
結
し
、
10
月
に
工
事
着

手
。
来
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
あ
る
。

後
藤
寺
駅
前
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ

て
き
た
の
か
。

令
和
２
年
11
月
に
有
識
者
、
後
藤
寺

地
域
の
住
民
な
ど
で
構
成
す
る
後
藤

寺
駅
前
整
備
基
本
計
画
策
定
会
議
を
設
置

し
、
交
通
結
節
機
能
強
化
や
新
た
な
に
ぎ

わ
い
創
出
に
向
け
た
整
備
に
つ
い
て
検
討

を
開
始
し
た
。
令
和
４
年
３
月
に
駅
前
整

備
像
を
示
し
た
後
藤
寺
駅
前
整
備
基
本
構

想
を
策
定
し
た
。

整
備
実
施
に
よ
り
、
後
藤
寺
地
区
に

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

西
鉄
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
乗
り
入
れ
可
能

と
な
り
、
公
共
交
通
の
利
用
者
が
増
え
る

こ
と
。
次
に
、
駅
と
商
店
街
を
結
ぶ
歩
行

空
間
の
途
中
に
広
場
を
整
備
し
、
新
た
な

に
ぎ
わ
い
や
交
流
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
車
道
や
歩
道
が
拡
幅
さ
れ
安
全
性

が
向
上
し
、
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
な

ど
の
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

広
報
た
が
わ
な
ど
の
広
報
紙
は
、
自

治
会
な
ど
に
協
力
し
て
も
ら
い
市
内

の
68
％
の
世
帯
に
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、

自
治
会
に
未
加
入
な
ど
の
32
％
の
世
帯
に

は
配
布
さ
れ
て
い
な
い
。
広
報
紙
は
、
市

の
施
策
や
お
知
ら
せ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

市
政
情
報
を
市
民
に
伝
達
す
る
重
要
な
役

割
が
あ
り
、
自
治
会
へ
の
加
入
・
未
加
入

に
よ
っ
て
配
布
に
差
が
あ
る
の
は
、
公
平

性
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
。
超
高
齢
化

社
会
に
突
入
し
て
い
る
本
市
で
は
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
な
ど
市
民
に
伝

達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
は
多
岐
に

わ
た
る
。

　
市
民
と
の
協
働
を
進
め
る
上
で
も
全
世

帯
へ
の
情
報
提
供
が
基
本
と
な
る
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
郵
便
局
な
ど
へ
の

委
託
を
検
討
し
、
早
急
に
全
戸
配
布
を
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

広
報
紙
の
全
戸
配
布
に
つ
い
て
は
、

配
布
方
法
、
費
用
等
検
討
し
て
い
る
。

　
民
間
の
配
達
事
業
者
に
よ
る
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
は
、
広
報
紙
を
全
世
帯
に
配
布
で
き
、

市
民
参
加
の
促
進
な
ど
に
つ
な
が
る
一
方
、

発
行
費
用
の
増
加
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
中
間
連
絡
員
等
へ
の
報
奨
金
に

つ
い
て
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
集
約
、

防
犯
灯
の
管
理
等
の
対
価
も
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
十
分
協
議
が
必
要
と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
広
報
紙
が
全
世
帯
へ
配
ら
れ

る
一
方
で
、
自
治
会
か
ら
の
脱
会
や
未
加

入
世
帯
の
誘
発
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
衰
退
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
々
な
実
情
を

踏
ま
え
た
上
で
、
全
戸
配
布
に
つ
い
て
は

今
後
も
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

市
内
17
か
所
の
病
院
や
高
齢
者
施
設

な
ど
が
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定

を
受
け
て
い
る
。
市
民
か
ら
「
高
齢
者
施

設
な
ど
で
不
公
平
な
投
票
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
と
心
配
す
る
声
を
聞

く
。
全
施
設
に
第
三
者
の
外
部
立
会
人
を

配
置
す
る
な
ど
、
不
正
防
止
に
向
け
た
対

策
の
徹
底
が
必
要
で
は
な
い
か
。

指
定
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
設

の
長
が
不
在
者
投
票
管
理
者
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
選
挙
管
理
委
員
会

が
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票
を
直
接
管

理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
選
挙
の
公
正
性
を
よ
り
一
層
高
め
る

た
め
の
取
組
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
例
と
し
て
、
指
定
施
設
に
対
し
て
は
、

選
挙
時
に
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
作
成
す

る
手
引
き
に
記
載
の
留
意
点
に
つ
い
て
、

改
め
て
注
意
喚
起
を
行
う
こ
と
や
、
外
部

立
会
人
制
度
の
積
極
的
な
利
用
の
啓
発
な

ど
の
取
組
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

糒
地
区
で
田
川
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
の
建
設
工
事
が
進
ん
で
い
る
が
、

本
年
６
月
時
点
で
、
事
業
者
か
ら
設
備
整

備
計
画
は
提
出
さ
れ
て
な
い
。
本
市
の
基

本
計
画
に
は
、
２
０
２
３
年
ま
で
に
発
電

設
備
を
導
入
す
る
と
あ
る
。
こ
の
基
本
計

画
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
計
画
内
容
に
見
直
し
が
必
要
な

箇
所
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
た
い
。

昨
年
12
月
定
例
会
で
、
当
時
議
員
で

あ
っ
た
市
長
が
提
案
し
た
当
該
発
電

所
に
係
る
決
議
が
可
決
。
決
議
で
は
①
本

市
が
主
導
し
て
事
業
者
に
住
民
説
明
会
を

開
催
さ
せ
、
地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
を

図
る
こ
と
、②
本
市
と
事
業
者
で
公
害
防

止
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

市
長
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

決
議
に
つ
い
て
、
尊
重
す
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。
事
業
者
と
面
会
し
、

経
緯
等
を
確
認
し
て
い
る
。
今
後
も
協
議

を
重
ね
、
対
応
を
検
討
し
た
い
。

早
急
に
事
業
者
に
よ
る
住
民
説
明
会

を
開
催
さ
せ
て
ほ
し
い
。

住
民
と
の
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
は
、

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
事
業
者
と
協

議
を
し
て
い
き
た
い
。

公
害
防
止
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
、

事
業
者
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

決
議
に
含
ま
れ
て
い
る
内
容
で
あ
る

た
め
、
事
業
者
と
協
議
を
重
ね
た
い
。

土
木
・
建
築
一
式
工
事
等
に
お
い
て
、

条
件
付
一
般
競
争
入
札
等
を
本
格
実

施
し
て
い
た
が
、
前
市
長
が
２
０
１
９
年

度
か
ら
指
名
競
争
入
札
に
変
更
し
た
。
私

は
、
こ
の
４
年
間
一
貫
し
て
元
の
条
件
付

一
般
競
争
入
札
等
に
戻
す
よ
う
求
め
て
き

た
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

現
在
の
指
名
競
争
入
札
か
ら
変
更
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
所
管
の
総
務

文
教
委
員
会
で
、
詳
細
を
報
告
し
た
い
。

本
年
９
月
末
で
廃
止
と
な
る
西
鉄
バ

ス
金
田
・
方
城
線
の
対
策
を
問
う
。

廃
止
区
間
の
う
ち
、
西
鉄
バ
ス
及
び

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
走
っ
て
い
な

い
地
域
に
、
本
年
10
月
か
ら
新
た
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
る
計
画
で
あ
る
。

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
と
学
校
の
給

食
費
を
無
償
化
す
べ
き
と
考
え
る
。

市
長
の
見
解
を
問
う
。

本
市
で
実
現
す
べ
き
施
策
と
し
て
訴

え
て
き
た
分
野
で
あ
る
。
国
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
な
財
源
を
整
理

し
た
上
で
、
実
現
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

▼
代
表
質
問

議
員

今
村
　寿
人

孔
　志
　会

い
ま
む
ら

ひ
さ
ひ
と

尾
﨑
　行
人

清
　風
　会ゆ

き
ひ
と

お
ざ
き

▼
代
表
質
問

議
員

公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

施
設
等
で
の
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

入
札
の
あ
り
方
に
つ
い
て

広報たがわ
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一般質問 一般質問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

に
つ
い
て
、
本
市
の
見
解
を
問
う
。

①
行
政
の
効
率
化
、②
公
平
・
公
正

な
社
会
の
実
現
、②
国
民
の
利
便
性

の
向
上
の
効
果
が
挙
げ
ら
れ
る
。
デ
ジ
タ

ル
社
会
実
現
の
基
盤
と
し
て
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後

も
普
及
促
進
に
取
り
組
み
た
い
。

本
年
５
月
末
時
点
で
、
本
市
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
は
、
全
国

や
県
の
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
更
な
る

普
及
促
進
の
方
策
に
つ
い
て
問
う
。
　
　

①
時
間
外
延
長
窓
口
や
休
日
開
庁
、

出
張
申
請
受
付
の
継
続
実
施
、②
ク

オ
カ
ー
ド
の
配
布
に
よ
る
動
機
付
け
、③

勧
奨
通
知
の
発
送
、
個
別
訪
問
に
よ
る
案

内
、④
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
防
災
行
政
無
線
等
を
活
用
し

た
周
知
・
広
報
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

多
く
の
自
治
体
で「
書
か
な
い
窓
口
」

を
実
施
し
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る

計
画
や
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

県
内
の
導
入
状
況
や
シ
ス
テ
ム
機
能

の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。「
書
か
な

い
窓
口
」
は
国
及
び
本
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
に
呼
応
し
た
対
応
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
恩
恵
を
享
受
し
、
住
民
の
利
便
性

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

今
年
の
夏
頃
に
提
供
さ
れ
る
予
定
の
「
書

か
な
い
窓
口
」
に
関
す
る
支
援
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

先
進
自
治
体
の
取
組
等
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
調
査
・
研
究
を
進
め
た
い
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
全
体
的
な
取
組
み
に

つ
い
て
問
う
。

デ
ジ
タ
ル
を
用
い
て
、
市
民
が
利
便

性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る

よ
う
に
す
る
に
は
、
市
町
村
の
役
割
が
重

要
で
あ
る
。
本
市
を
取
り
巻
く
様
々
な
問

題
解
決
に
つ
い
て
、
一
度
立
ち
止
ま
り
デ

ジ
タ
ル
を
用
い
て
仕
事
の
仕
方
を
変
え
て

い
く
地
道
な
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
、Ｄ

Ｘ
推
進
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
る
。

予
防
の
た
め
に
、
が
ん
に
対
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

国
の
基
本
計
画
に
お
い
て
、
が
ん
教

育
、
が
ん
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓

発
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
本
市
で
は
、
中
学
生
に
対
し
、
が
ん

の
知
識
、
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
重
要
性
な
ど
の
が
ん
教
育
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
が
ん
に
対
す
る

正
し
い
知
識
を
更
に
普
及
で
き
る
よ
う
、

方
策
を
検
討
し
た
い
。

議
決
結
果

補
正
予
算
／
再
議

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

録画映像

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
つ
い
て

録画映像

田
川
伊
田
駅・田
川
後
藤
寺
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

田
川
東
高
校
跡
地
の
整
備
に
つ
い
て

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像録画映像

榊
原
　大
祐

シ
ン・タ
ガ
ワ

さ
か
き
ば
ら

だ
い
す
け

市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

録画映像録画映像

駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
れ
ば
、
高

齢
者
、
障
害
者
、
妊
婦
な
ど
の
方
も

駅
を
利
用
し
や
す
く
な
る
と
思
う
。
本
市

の
考
え
方
を
問
う
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
よ
り
、
多
く

の
方
が
利
用
し
や
す
く
な
る
こ
と
か

ら
、
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
し

か
し
、
多
額
の
設
置
費
用
が
必
要
な
上
、

毎
年
の
維
持
管
理
費
も
要
す
る
。Ｊ
Ｒ
九

州
と
協
議
を
し
て
い
る
が
、
難
航
し
て
い

る
。
今
後
も
継
続
し
て
要
望
し
た
い
。

側
溝
な
ど
の
し
ゅ
ん
せ
つ
が
不
十
分

な
た
め
に
、
水
害
が
発
生
す
る
よ
う

な
危
険
箇
所
は
な
い
の
か
問
う
。

平
成
18
年
、
20
年
、
24
年
に
道
路
が

冠
水
し
た
青
葉
中
央
通
り
線
ほ
か
４

路
線
は
、
側
溝
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
同
規
模
の
冠
水
が
発
生
す
る
箇

所
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
全

て
の
市
道
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
か

ら
の
相
談
を
も
と
に
対
応
し
て
い
る
。

た
め
池
な
ど
の
危
険
箇
所
の
維
持
管

理
の
改
善
点
に
つ
い
て
問
う
。

本
年
度
、
猪
国
に
あ
る
千
原
ダ
ム
の

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
を
行
う
。
ま
た
、

防
災
重
点
た
め
池
72
か
所
の
う
ち
22
か
所

は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
て
お
り
、

残
り
の
た
め
池
も
随
時
、
策
定
予
定
で
あ

る
。さ
ら
に
、防
災
重
点
た
め
池
の
劣
化
状

況
調
査
も
行
っ
て
お
り
、
劣
化
が
著
し
い

箇
所
に
つ
い
て
は
、
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

本
市
の
農
業
の
後
継
者
不
足
の
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
の
農
業
従
事
者
数
は
、
統
計
上
、

確
か
に
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、

約
４
割
の
地
域
に
お
い
て
、
農
業
者
の
協

議
を
踏
ま
え
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
策
定

さ
れ
て
お
り
、
次
代
の
農
地
の
担
い
手
を

あ
ら
か
じ
め
決
め
る
こ
と
で
、
農
業
を
辞

め
る
人
が
出
て
も
、
農
地
は
円
滑
に
次
の

担
い
手
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
農
地
の

集
約
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
考
え
る
。

小
中
学
校
の
通
学
路
の
危
険
箇
所
の

把
握
方
法
と
、
危
険
箇
所
へ
の
対
応

策
に
つ
い
て
問
う
。

校
区
ご
と
に
危
険
箇
所
の
調
査
依
頼

を
行
う
ほ
か
、
学
校
や
保
護
者
等
か

ら
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場
合
も
随
時
確
認

し
、
状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
。
そ
の
後
、

警
察
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る
通
学

路
安
全
推
進
会
議
で
対
応
策
を
検
討
し
、

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
て
、
関

係
機
関
ご
と
に
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

東
高
校
跡
地
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
年
２
月
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

を
行
い
、
優
先
交
渉
権
者
を
決
定
し
て
い

る
。
市
民
の
関
心
が
非
常
に
高
い
事
業
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
提
案
が
あ
っ
た
の
か
。

生
鮮
食
品
や
農
産
物
を
扱
う
店
舗
、

飲
食
店
な
ど
の
商
業
施
設
を
建
設
す

る
ほ
か
、
バ
ス
の
発
着
場
や
緑
地
ス
ペ
ー

ス
を
整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

東
高
校
跡
地
の
周
辺
で
は
、
番
田
橋

の
架
け
替
え
や
彦
山
川
の
川
幅
を
広

げ
る
工
事
な
ど
の
予
定
が
あ
る
と
聞
く
。

そ
れ
ら
の
工
事
期
間
中
、
交
通
渋
滞
が
悪

化
し
、
テ
ナ
ン
ト
売
上
げ
に
影
響
が
あ
る

と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

渋
滞
は
あ
る
程
度
予
想
さ
れ
る
。
事

業
者
や
警
察
と
協
議
し
進
め
た
い
。

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
跡
地
整

備
に
伴
い
解
体
す
る
の
か
。

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー
の
建
物
は
、

本
市
か
ら
跡
地
整
備
を
行
う
事
業
者

へ
無
償
譲
渡
し
、
そ
の
事
業
者
が
解
体
す

る
よ
う
進
め
て
い
る
。
解
体
費
用
は
本
市

の
負
担
と
し
て
、
今
後
発
生
す
る
土
地
貸

付
料
か
ら
解
体
費
用
相
当
額
を
減
額
し
、

相
殺
す
る
予
定
で
あ
る
。
　
　

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ

ン
講
座
や
テ
レ
ワ
ー
ク
で
よ
く
利
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
廃

止
す
る
の
か
。
ま
た
、
ど
こ
か
へ
移
転
す

る
予
定
は
な
い
の
か
問
う
。

本
市
が
管
理
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
規
模
が
不
要

と
な
っ
た
た
め
、
利
用
し
て
い
る
他
自
治

体
の
協
力
を
得
て
、
廃
止
す
る
こ
と
を
決

定
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｔ
の
技
術
取
得
に
つ
い
て
は
、
情
報

格
差
対
策
と
し
て
市
民
向
け
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
講
座
を
市
民
会
館
で
実
施
し
て
い

る
。
今
年
度
は
地
区
公
民
館
等
へ
の
出
張

講
座
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
研
修
室

や
会
議
室
の
貸
館
業
務
は
、
市
内
に
市
民

会
館
等
の
貸
館
施
設
が
多
く
あ
る
た
め
、

廃
止
に
よ
る
市
民
生
活
等
へ
の
大
き
な
影

響
は
な
い
と
考
え
る
。

田
川
伊
田
駅
か
ら
歩
い
て
行
け
る
利

点
を
生
か
し
て
、
市
役
所
、
文
化
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
な
ど
の
建
替
え
候
補
地

や
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
も
い
い
と
思
う
。
見
解
を
問
う
。

面
白
い
ア
イ
デ
ア
と
思
う
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
を
整
備
す
る
際
の
課
題

等
を
し
っ
か
り
把
握
で
き
て
い
な
い
た
め
、

明
言
は
避
け
た
い
。

整
備
計
画
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。
見
解
を
問
う
。

本
年
２
月
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
、

優
先
交
渉
権
者
が
決
ま
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
進
め
る
こ
と
が
本
市
に
と
っ

て
最
適
で
あ
る
か
を
最
優
先
に
考
え
た
い
。

市
長
は
選
挙
公
約
で
、
公
平
公
正
・

ガ
ラ
ス
張
り
の
市
政
実
現
を
訴
え
て

当
選
し
た
。
情
報
公
開
請
求
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
を
問
う
。

情
報
公
開
は
行
政
の
基
本
と
考
え
て

お
り
、
個
人
情
報
に
十
分
配
慮
し
つ

つ
、
条
例
に
基
づ
い
て
原
則
公
開
の
姿
勢

を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

市
長
就
任
後
の
情
報
公
開
請
求
の
件

数
と
開
示
結
果
に
つ
い
て
問
う
。

６
月
12
日
現
在
で
13
件
の
請
求
が
あ

り
、
部
分
開
示
が
３
件
、
検
討
中
の

も
の
が
10
件
。
部
分
開
示
の
う
ち
、
非
開

示
と
し
た
部
分
は
、
個
人
に
関
す
る
情
報
、

法
人
の
事
業
に
関
す
る
情
報
な
ど
、
条
例

で
非
開
示
と
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
。

市
民
の
声
を
聞
く
機
会
に
つ
い
て
、

市
長
の
具
体
的
な
考
え
方
を
問
う
。

公
平
公
正
な
市
政
実
現
に
は
、
情
報

公
開
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
声
を
聞

く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
開
催
の
形
式
や

頻
度
に
つ
い
て
、
鋭
意
検
討
し
て
い
る
。

一
般
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
の
調
査

特
別
委
員
会
か
ら
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

実
施
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
し
っ

か
り
守
り
、
ま
た
必
要
な
見
直
し
を
行
う

べ
き
と
い
う
改
善
提
案
が
出
さ
れ
た
。
こ

れ
に
関
す
る
考
え
及
び
検
討
状
況
を
問
う
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
守
る
、
改
め
る
べ

き
点
は
改
め
る
と
考
え
て
い
る
。
所

要
の
改
正
に
つ
い
て
、
早
急
に
対
応
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
。
現
在
、
先
進
自
治

体
の
状
況
を
調
査
し
て
お
り
、
今
後
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
再
点
検
を
行
い
、
見
直
し
を

進
め
て
い
き
た
い
。

市
職
員
の
倫
理
行
動
基
準
を
明
確
に

し
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
確

立
す
る
た
め
、
職
員
倫
理
条
例
を
制
定
す

べ
き
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

先
進
自
治
体
の
条
例
な
ど
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
本
市
で
も
条
例
制
定
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

本
市
の
学
校
、
公
園
な
ど
に
あ
る
遊

具
の
安
全
点
検
と
修
繕
の
現
状
に
つ

い
て
問
う
。
ま
た
、
令
和
３
年
６
月
に
小

中
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
一
般
質
問

を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
の
安
全
管
理
の
取

組
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

市
内
の
遊
具
な
ど
は
、
担
当
職
員
の

日
常
点
検
に
加
え
て
専
門
技
術
者
に

よ
る
定
期
点
検
を
行
い
、
修
繕
な
ど
の
必

要
な
安
全
対
策
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、

小
中
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
定

期
点
検
の
項
目
に
サ
ッ
カ
ー
の
ゴ
ー
ル
ポ

ス
ト
の
固
定
ぐ
い
な
ど
の
確
認
を
追
加
。

令
和
４
年
度
に
１
件
の
補
修
を
行
っ
た
。

▼
代
表
質
問

議
員

梶
原
み
つ
子

新
　風
　会

か
じ
わ
ら

こ

石
松
　和
幸

社
民
党
市
議
会
議
員
団

い
し
ま
つ

か
ず
ゆ
き
▼
個
人
質
問

議
員

▼
代
表
質
問

議
員

山
野
　義
人

黎
　明
　会

や
ま
の

よ
し
ひ
と

職
員
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

遊
具
等
の
安
全
点
検
に
つ
い
て

側
溝
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

が
ん
対
策
に
つ
い
て

農
業
の
後
継
者
不
足
対
策
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

広報たがわ
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一般質問 一般質問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

に
つ
い
て
、
本
市
の
見
解
を
問
う
。

①
行
政
の
効
率
化
、②
公
平
・
公
正

な
社
会
の
実
現
、②
国
民
の
利
便
性

の
向
上
の
効
果
が
挙
げ
ら
れ
る
。
デ
ジ
タ

ル
社
会
実
現
の
基
盤
と
し
て
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後

も
普
及
促
進
に
取
り
組
み
た
い
。

本
年
５
月
末
時
点
で
、
本
市
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
は
、
全
国

や
県
の
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
更
な
る

普
及
促
進
の
方
策
に
つ
い
て
問
う
。
　
　

①
時
間
外
延
長
窓
口
や
休
日
開
庁
、

出
張
申
請
受
付
の
継
続
実
施
、②
ク

オ
カ
ー
ド
の
配
布
に
よ
る
動
機
付
け
、③

勧
奨
通
知
の
発
送
、
個
別
訪
問
に
よ
る
案

内
、④
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
防
災
行
政
無
線
等
を
活
用
し

た
周
知
・
広
報
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

多
く
の
自
治
体
で「
書
か
な
い
窓
口
」

を
実
施
し
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る

計
画
や
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

県
内
の
導
入
状
況
や
シ
ス
テ
ム
機
能

の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。「
書
か
な

い
窓
口
」
は
国
及
び
本
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
に
呼
応
し
た
対
応
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
恩
恵
を
享
受
し
、
住
民
の
利
便
性

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

今
年
の
夏
頃
に
提
供
さ
れ
る
予
定
の
「
書

か
な
い
窓
口
」
に
関
す
る
支
援
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

先
進
自
治
体
の
取
組
等
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
調
査
・
研
究
を
進
め
た
い
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
全
体
的
な
取
組
み
に

つ
い
て
問
う
。

デ
ジ
タ
ル
を
用
い
て
、
市
民
が
利
便

性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る

よ
う
に
す
る
に
は
、
市
町
村
の
役
割
が
重

要
で
あ
る
。
本
市
を
取
り
巻
く
様
々
な
問

題
解
決
に
つ
い
て
、
一
度
立
ち
止
ま
り
デ

ジ
タ
ル
を
用
い
て
仕
事
の
仕
方
を
変
え
て

い
く
地
道
な
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
、Ｄ

Ｘ
推
進
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
る
。

予
防
の
た
め
に
、
が
ん
に
対
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

国
の
基
本
計
画
に
お
い
て
、
が
ん
教

育
、
が
ん
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓

発
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
本
市
で
は
、
中
学
生
に
対
し
、
が
ん

の
知
識
、
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
重
要
性
な
ど
の
が
ん
教
育
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
が
ん
に
対
す
る

正
し
い
知
識
を
更
に
普
及
で
き
る
よ
う
、

方
策
を
検
討
し
た
い
。

議
決
結
果

補
正
予
算
／
再
議

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

録画映像

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
つ
い
て

録画映像

田
川
伊
田
駅・田
川
後
藤
寺
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

田
川
東
高
校
跡
地
の
整
備
に
つ
い
て

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像録画映像

榊
原
　大
祐

シ
ン・タ
ガ
ワ

さ
か
き
ば
ら

だ
い
す
け

市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

録画映像録画映像

駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
れ
ば
、
高

齢
者
、
障
害
者
、
妊
婦
な
ど
の
方
も

駅
を
利
用
し
や
す
く
な
る
と
思
う
。
本
市

の
考
え
方
を
問
う
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
よ
り
、
多
く

の
方
が
利
用
し
や
す
く
な
る
こ
と
か

ら
、
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
し

か
し
、
多
額
の
設
置
費
用
が
必
要
な
上
、

毎
年
の
維
持
管
理
費
も
要
す
る
。Ｊ
Ｒ
九

州
と
協
議
を
し
て
い
る
が
、
難
航
し
て
い

る
。
今
後
も
継
続
し
て
要
望
し
た
い
。

側
溝
な
ど
の
し
ゅ
ん
せ
つ
が
不
十
分

な
た
め
に
、
水
害
が
発
生
す
る
よ
う

な
危
険
箇
所
は
な
い
の
か
問
う
。

平
成
18
年
、
20
年
、
24
年
に
道
路
が

冠
水
し
た
青
葉
中
央
通
り
線
ほ
か
４

路
線
は
、
側
溝
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
同
規
模
の
冠
水
が
発
生
す
る
箇

所
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
全

て
の
市
道
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
か

ら
の
相
談
を
も
と
に
対
応
し
て
い
る
。

た
め
池
な
ど
の
危
険
箇
所
の
維
持
管

理
の
改
善
点
に
つ
い
て
問
う
。

本
年
度
、
猪
国
に
あ
る
千
原
ダ
ム
の

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
を
行
う
。
ま
た
、

防
災
重
点
た
め
池
72
か
所
の
う
ち
22
か
所

は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
て
お
り
、

残
り
の
た
め
池
も
随
時
、
策
定
予
定
で
あ

る
。さ
ら
に
、防
災
重
点
た
め
池
の
劣
化
状

況
調
査
も
行
っ
て
お
り
、
劣
化
が
著
し
い

箇
所
に
つ
い
て
は
、
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

本
市
の
農
業
の
後
継
者
不
足
の
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
の
農
業
従
事
者
数
は
、
統
計
上
、

確
か
に
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、

約
４
割
の
地
域
に
お
い
て
、
農
業
者
の
協

議
を
踏
ま
え
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
策
定

さ
れ
て
お
り
、
次
代
の
農
地
の
担
い
手
を

あ
ら
か
じ
め
決
め
る
こ
と
で
、
農
業
を
辞

め
る
人
が
出
て
も
、
農
地
は
円
滑
に
次
の

担
い
手
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
農
地
の

集
約
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
考
え
る
。

小
中
学
校
の
通
学
路
の
危
険
箇
所
の

把
握
方
法
と
、
危
険
箇
所
へ
の
対
応

策
に
つ
い
て
問
う
。

校
区
ご
と
に
危
険
箇
所
の
調
査
依
頼

を
行
う
ほ
か
、
学
校
や
保
護
者
等
か

ら
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場
合
も
随
時
確
認

し
、
状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
。
そ
の
後
、

警
察
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る
通
学

路
安
全
推
進
会
議
で
対
応
策
を
検
討
し
、

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
て
、
関

係
機
関
ご
と
に
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

東
高
校
跡
地
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
年
２
月
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

を
行
い
、
優
先
交
渉
権
者
を
決
定
し
て
い

る
。
市
民
の
関
心
が
非
常
に
高
い
事
業
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
提
案
が
あ
っ
た
の
か
。

生
鮮
食
品
や
農
産
物
を
扱
う
店
舗
、

飲
食
店
な
ど
の
商
業
施
設
を
建
設
す

る
ほ
か
、
バ
ス
の
発
着
場
や
緑
地
ス
ペ
ー

ス
を
整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

東
高
校
跡
地
の
周
辺
で
は
、
番
田
橋

の
架
け
替
え
や
彦
山
川
の
川
幅
を
広

げ
る
工
事
な
ど
の
予
定
が
あ
る
と
聞
く
。

そ
れ
ら
の
工
事
期
間
中
、
交
通
渋
滞
が
悪

化
し
、
テ
ナ
ン
ト
売
上
げ
に
影
響
が
あ
る

と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

渋
滞
は
あ
る
程
度
予
想
さ
れ
る
。
事

業
者
や
警
察
と
協
議
し
進
め
た
い
。

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
跡
地
整

備
に
伴
い
解
体
す
る
の
か
。

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー
の
建
物
は
、

本
市
か
ら
跡
地
整
備
を
行
う
事
業
者

へ
無
償
譲
渡
し
、
そ
の
事
業
者
が
解
体
す

る
よ
う
進
め
て
い
る
。
解
体
費
用
は
本
市

の
負
担
と
し
て
、
今
後
発
生
す
る
土
地
貸

付
料
か
ら
解
体
費
用
相
当
額
を
減
額
し
、

相
殺
す
る
予
定
で
あ
る
。
　
　

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ

ン
講
座
や
テ
レ
ワ
ー
ク
で
よ
く
利
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
廃

止
す
る
の
か
。
ま
た
、
ど
こ
か
へ
移
転
す

る
予
定
は
な
い
の
か
問
う
。

本
市
が
管
理
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
規
模
が
不
要

と
な
っ
た
た
め
、
利
用
し
て
い
る
他
自
治

体
の
協
力
を
得
て
、
廃
止
す
る
こ
と
を
決

定
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｔ
の
技
術
取
得
に
つ
い
て
は
、
情
報

格
差
対
策
と
し
て
市
民
向
け
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
講
座
を
市
民
会
館
で
実
施
し
て
い

る
。
今
年
度
は
地
区
公
民
館
等
へ
の
出
張

講
座
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
研
修
室

や
会
議
室
の
貸
館
業
務
は
、
市
内
に
市
民

会
館
等
の
貸
館
施
設
が
多
く
あ
る
た
め
、

廃
止
に
よ
る
市
民
生
活
等
へ
の
大
き
な
影

響
は
な
い
と
考
え
る
。

田
川
伊
田
駅
か
ら
歩
い
て
行
け
る
利

点
を
生
か
し
て
、
市
役
所
、
文
化
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
な
ど
の
建
替
え
候
補
地

や
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
も
い
い
と
思
う
。
見
解
を
問
う
。

面
白
い
ア
イ
デ
ア
と
思
う
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
を
整
備
す
る
際
の
課
題

等
を
し
っ
か
り
把
握
で
き
て
い
な
い
た
め
、

明
言
は
避
け
た
い
。

整
備
計
画
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。
見
解
を
問
う
。

本
年
２
月
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
、

優
先
交
渉
権
者
が
決
ま
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
進
め
る
こ
と
が
本
市
に
と
っ

て
最
適
で
あ
る
か
を
最
優
先
に
考
え
た
い
。

市
長
は
選
挙
公
約
で
、
公
平
公
正
・

ガ
ラ
ス
張
り
の
市
政
実
現
を
訴
え
て

当
選
し
た
。
情
報
公
開
請
求
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
を
問
う
。

情
報
公
開
は
行
政
の
基
本
と
考
え
て

お
り
、
個
人
情
報
に
十
分
配
慮
し
つ

つ
、
条
例
に
基
づ
い
て
原
則
公
開
の
姿
勢

を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

市
長
就
任
後
の
情
報
公
開
請
求
の
件

数
と
開
示
結
果
に
つ
い
て
問
う
。

６
月
12
日
現
在
で
13
件
の
請
求
が
あ

り
、
部
分
開
示
が
３
件
、
検
討
中
の

も
の
が
10
件
。
部
分
開
示
の
う
ち
、
非
開

示
と
し
た
部
分
は
、
個
人
に
関
す
る
情
報
、

法
人
の
事
業
に
関
す
る
情
報
な
ど
、
条
例

で
非
開
示
と
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
。

市
民
の
声
を
聞
く
機
会
に
つ
い
て
、

市
長
の
具
体
的
な
考
え
方
を
問
う
。

公
平
公
正
な
市
政
実
現
に
は
、
情
報

公
開
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
声
を
聞

く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
開
催
の
形
式
や

頻
度
に
つ
い
て
、
鋭
意
検
討
し
て
い
る
。

一
般
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
の
調
査

特
別
委
員
会
か
ら
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

実
施
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
し
っ

か
り
守
り
、
ま
た
必
要
な
見
直
し
を
行
う

べ
き
と
い
う
改
善
提
案
が
出
さ
れ
た
。
こ

れ
に
関
す
る
考
え
及
び
検
討
状
況
を
問
う
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
守
る
、
改
め
る
べ

き
点
は
改
め
る
と
考
え
て
い
る
。
所

要
の
改
正
に
つ
い
て
、
早
急
に
対
応
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
。
現
在
、
先
進
自
治

体
の
状
況
を
調
査
し
て
お
り
、
今
後
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
再
点
検
を
行
い
、
見
直
し
を

進
め
て
い
き
た
い
。

市
職
員
の
倫
理
行
動
基
準
を
明
確
に

し
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
確

立
す
る
た
め
、
職
員
倫
理
条
例
を
制
定
す

べ
き
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

先
進
自
治
体
の
条
例
な
ど
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
本
市
で
も
条
例
制
定
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

本
市
の
学
校
、
公
園
な
ど
に
あ
る
遊

具
の
安
全
点
検
と
修
繕
の
現
状
に
つ

い
て
問
う
。
ま
た
、
令
和
３
年
６
月
に
小

中
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
一
般
質
問

を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
の
安
全
管
理
の
取

組
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

市
内
の
遊
具
な
ど
は
、
担
当
職
員
の

日
常
点
検
に
加
え
て
専
門
技
術
者
に

よ
る
定
期
点
検
を
行
い
、
修
繕
な
ど
の
必

要
な
安
全
対
策
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、

小
中
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
定

期
点
検
の
項
目
に
サ
ッ
カ
ー
の
ゴ
ー
ル
ポ

ス
ト
の
固
定
ぐ
い
な
ど
の
確
認
を
追
加
。

令
和
４
年
度
に
１
件
の
補
修
を
行
っ
た
。

▼
代
表
質
問

議
員

梶
原
み
つ
子

新
　風
　会

か
じ
わ
ら

こ

石
松
　和
幸

社
民
党
市
議
会
議
員
団

い
し
ま
つ

か
ず
ゆ
き
▼
個
人
質
問

議
員

▼
代
表
質
問

議
員

山
野
　義
人

黎
　明
　会

や
ま
の

よ
し
ひ
と

職
員
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

遊
具
等
の
安
全
点
検
に
つ
い
て

側
溝
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

が
ん
対
策
に
つ
い
て

農
業
の
後
継
者
不
足
対
策
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
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議
決
結
果

当
初
予
算
／
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
紹
介

一般質問 一般質問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
コ
ミ
バ
ス
）に

関
す
る
市
民
の
要
望
に
つ
い
て
問
う
。

バ
ス
停
の
新
設
や
移
設
の
ほ
か
、
バ

ス
停
で
待
つ
際
、
バ
ス
が
出
た
後
な

の
か
、
そ
れ
と
も
遅
れ
て
い
る
の
か
、
分

か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
な

ど
が
あ
る
。
可
能
な
限
り
対
応
し
た
い
。

改
善
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

本
年
９
月
に
西
鉄
バ
ス
金
田
・
方
城

線
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
影
響

が
あ
る
地
域
で
コ
ミ
バ
ス
を
運
行
さ
せ
る

ほ
か
、
ル
ー
ト
や
時
刻
の
見
直
し
を
予
定
。

運
賃
の
支
払
い
を
、
乗
車
時
の
前
払

い
か
ら
降
車
時
の
後
払
い
へ
変
更
し

て
は
ど
う
か
。
見
解
を
問
う
。

当
初
は
後
払
い
で
あ
っ
た
が
、
乗
り

継
ぎ
券
の
不
正
防
止
の
た
め
、
令
和

３
年
10
月
に
前
払
い
に
変
更
し
、
現
在
は

利
用
者
に
浸
透
し
て
い
る
。
後
払
い
に
戻

す
の
が
適
切
か
、
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
も
土
日
祝
日
の
運
行
を
要

望
し
て
い
る
。
見
解
を
問
う
。

全
国
的
に
運
転
士
が
不
足
し
て
お
り
、

本
市
も
本
年
10
月
の
路
線
再
編
に
向

け
、
運
転
士
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
ま

ず
運
転
士
を
し
っ
か
り
確
保
し
、
そ
の
後

に
土
日
祝
日
の
運
行
を
検
討
し
た
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

田
川
東
中
学
校
で
５
ル
ー
ト
、
14
台
、

田
川
西
中
学
校
で
２
ル
ー
ト
、
７
台

で
運
行
。
登
校
時
に
１
便
、
下
校
時
に
２

便
を
運
行
し
て
い
る
。

部
活
動
を
行
う
生
徒
の
た
め
に
、
土

日
に
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
求
め
る
声

が
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

現
在
、
部
活
動
が
安
定
し
、
バ
ス
の

乗
車
率
も
把
握
で
き
て
き
た
段
階
で

あ
る
。
長
期
休
業
期
間
や
土
日
に
お
け
る

バ
ス
の
需
要
や
費
用
対
効
果
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

跡
地
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
か
ら

申
入
れ
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
そ
の

時
期
と
内
容
を
問
う
。

令
和
３
年
９
月
に
遠
賀
川
河
川
事
務

所
か
ら
、
彦
山
川
拡
幅
の
た
め
、
跡

地
の
一
部
を
購
入
し
た
い
と
話
が
あ
っ
た
。

跡
地
活
用
に
関
連
し
、
築
20
年
の
た

が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
さ
れ
る

が
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
個
別

施
設
計
画
に
よ
る
と
、
こ
の
施
設
は
80
年

使
用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
跡
地
活
用
事

業
を
見
直
す
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

本
市
に
と
っ
て
ど
う
い
う
方
向
で
い

く
の
が
最
善
な
の
か
、
総
合
的
に
勘

案
し
て
判
断
し
た
い
。

議
決
結
果

補
正
予
算
／
再
議

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

録画映像

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

録画映像

小
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

猫
等
の
不
適
正
飼
育
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像録画映像

村
𠮷
　勇
介

シ
ン・タ
ガ
ワ

む
ら
よ
し

ゆ
う
す
け

少
人
数
学
級
の
推
進
及
び
人
員
配
置
に
つ
い
て

録画映像録画映像

小
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
は
、

公
明
党
が
掲
げ
る
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
策
の
一
つ
で
あ
る
。
給
食
ほ
ど
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
て
い
る
食
事
は
な
く
、

育
ち
盛
り
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
食
育

の
面
で
も
重
要
で
あ
る
。
小
中
学
校
の
給

食
費
の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。
　

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
価
格

高
騰
を
加
味
し
、
小
学
校
は
年
額
４

万
７
４
１
０
円
、
中
学
校
は
年
額
５
万
４

８
９
０
円
に
引
き
上
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、

物
価
高
騰
に
よ
る
引
上
げ
分
は
国
の
交
付

金
を
充
当
し
て
い
る
た
め
、
保
護
者
負
担

は
従
前
ど
お
り
、
小
学
校
は
年
額
４
万
５

２
１
０
円
、
中
学
校
は
年
額
５
万
２
３
６

０
円
の
ま
ま
変
わ
っ
て
な
い
。
更
に
必
要

と
な
る
給
食
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て
も
、

国
の
交
付
金
を
充
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

給
食
費
の
未
払
い
の
割
合
と
、
そ
の

理
由
に
つ
い
て
問
う
。
　
　

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
学
校
給

食
法
に
よ
り
食
材
費
相
当
額
を
保
護

者
が
負
担
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
本

市
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
学
校
給
食
費

を
市
の
会
計
に
組
み
入
れ
る
公
会
計
化
を

採
用
し
、
学
校
給
食
費
の
徴
収
事
務
を
市

の
職
員
が
行
っ
て
い
る
。

　
給
食
費
未
払
い
の
割
合
に
つ
い
て
は
、

直
近
の
令
和
４
年
度
現
年
度
分
で
、
全
体

の
約
３
％
が
未
払
い
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
理
由
に
つ
い
て
は
、
連
絡
が
つ
か
な
い

ケ
ー
ス
や
面
談
に
も
応
じ
て
も
ら
え
な
い

ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
詳
細
に
は
分
析
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、

接
触
す
る
こ
と
が
で
き
た
保
護
者
の
一
部

に
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
と
い
う
方
も

い
る
。国

に
お
い
て
は
、
異
次
元
の
少
子
化

対
策
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

昨
今
、
給
食
費
の
無
償
化
の
議
論
が
始
ま

っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
、
先
行
し
て

独
自
に
給
食
費
の
無
償
化
に
取
り
組
む
考

え
は
な
い
の
か
問
う
。

給
食
費
の
無
償
化
は
子
育
て
世
代
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
り
、

も
っ
て
少
子
化
対
策
に
資
す
る
大
変
有
効

な
施
策
で
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
給
食
費
の
無
償
化
を
実

現
す
る
場
合
、
年
間
で
食
材
費
と
し
て
約

１
億
９
千
万
円
の
経
費
が
必
要
と
な
る
。

非
常
に
大
き
な
財
政
支
出
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
安
定
し
た
財
源
の
確
保
、
若
し
く
は

財
源
の
確
保
が
困
難
な
場
合
に
は
、
他
の

施
策
の
取
捨
選
択
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
現
在
、
国
に
お
い
て
給
食
費
の

無
償
化
の
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
そ
れ
と
並
行

し
て
、
本
市
に
お
け
る
給
食
費
の
無
償
化

の
実
現
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

猫
等
へ
の
不
適
正
な
飼
育
に
対
す
る

市
民
か
ら
の
苦
情
・
相
談
の
件
数
と

そ
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
４
年
度
に
、
猫
に
関
す
る
苦
情

・
相
談
は
21
件
あ
り
、
公
園
等
で
飼

い
主
の
い
な
い
猫
に
餌
や
り
を
す
る
人
が

い
る
た
め
、
猫
が
集
ま
っ
て
迷
惑
し
て
い

る
と
い
う
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
不
適
正
な
飼
育
に
対
し
、

こ
れ
ま
で
本
市
が
取
っ
た
対
策
と
そ

の
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
が
苦
情
を
受
け
た
場
合
、
県
田

川
保
健
福
祉
事
務
所
に
連
絡
し
、
県

担
当
者
が
法
令
に
基
づ
く
指
導
を
行
う
際

に
、
本
市
職
員
も
同
行
し
て
い
る
。
本
市

の
対
策
は
、
看
板
の
設
置
、
チ
ラ
シ
の
配

布
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送
な
ど
の

啓
発
を
行
う
ほ
か
、
猫
を
追
い
出
す
た
め

の
超
音
波
発
生
器
の
貸
出
し
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
地
域
住
民
へ
の
意
識
付
け
が
な

さ
れ
、
苦
情
が
収
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
大
半

で
あ
る
が
、
改
善
し
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

猫
等
の
不
適
正
な
飼
育
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
本
市
で
独
自
に
飼
い

主
の
い
な
い
動
物
の
愛
護
に
関
す
る
条
例

を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
可
能
か
。

条
例
の
制
定
は
可
能
だ
が
、
現
状
で

は
福
岡
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
県
と
連
携
し
て

対
応
し
て
い
る
た
め
、
本
市
独
自
の
条
例

は
必
要
な
い
と
考
え
る
。

不
適
正
な
飼
育
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

猫
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た
め
に
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
保
護
し
、
去
勢
・

不
妊
手
術
を
行
っ
た
後
に
元
の
場
所
に
戻

す
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｎ
Ｒ
は
、
猫
の
繁
殖
能
力
を
な
く
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
以
上
野
良
猫
を
増
や

さ
ず
、
一
代
限
り
の
命
を
全
う
さ
せ
る
最

善
の
方
法
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
市
及
び

他
の
自
治
体
に
お
け
る
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
に
対

す
る
補
助
の
実
施
状
況
を
問
う
。

本
市
で
は
、Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て

い
る
動
物
愛
護
団
体
等
を
把
握
し
て

い
な
い
た
め
、
補
助
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
令
和
３
年
３
月
末
時
点
で
、
県
内
で
は

16
市
町
村
が
地
域
猫
の
活
動
に
対
し
て
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
主
に
飼
い
主
の
い
な

い
猫
の
去
勢
・
不
妊
手
術
に
対
し
て
助
成

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

市
民
の
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
と

と
も
に
、
劣
悪
な
環
境
に
あ
る
猫
等

を
減
ら
す
た
め
、
本
市
独
自
の
対
策
が
必

要
と
考
え
る
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
な
ど
に
関
し
、

様
々
な
意
見
が
あ
る
こ
と
は
聞
い
て

い
る
。
こ
の
事
務
は
県
の
所
管
で
あ
る
が
、

本
市
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
が
で

き
る
の
か
、
し
っ
か
り
研
究
・
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

本
市
で
は
国
に
先
駆
け
て
、
平
成
22

年
度
か
ら
市
費
負
担
の
講
師
を
配
置

し
、
全
小
学
校
で
35
人
以
下
の
少
人
数
学

級
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
評
価

で
き
る
。
改
正
義
務
標
準
法
に
よ
り
令
和

７
年
度
に
は
、
小
６
ま
で
35
人
学
級
と
な

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
市
費
講
師
の

配
置
は
不
要
に
な
る
た
め
、
更
に
少
人
数

学
級
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
。
小
学
校

で
30
人
学
級
を
実
現
す
る
に
は
、
何
名
の

市
費
講
師
が
必
要
に
な
る
の
か
問
う
。

現
状
に
お
い
て
、
12
名
の
市
費
講
師

が
必
要
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
市
費
講
師
の
配
置
実
績

か
ら
十
分
に
実
現
可
能
と
考
え
る
。

是
非
、
前
向
き
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
小
中
学
校
の
教
員
定
数
の
欠
員
状
況
と
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

県
教
育
委
員
会
か
ら
教
員
の
定
数
配

置
を
受
け
て
い
る
。
昨
年
度
開
始
時

で
は
、
小
学
校
９
名
、
中
学
校
３
名
が
欠

員
。
年
度
途
中
に
は
、
小
学
校
１
名
、
中

学
校
１
名
の
欠
員
ま
で
改
善
し
た
。
今
年

度
開
始
時
で
は
、
全
て
の
人
員
を
配
置
で

き
て
い
る
。
不
足
し
た
人
員
の
補
填
は
、

常
勤
講
師
を
任
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
今

後
も
任
命
権
者
で
あ
る
県
教
育
委
員
会
に
、

適
切
な
正
規
の
教
員
配
置
を
求
め
る
と
と

も
に
、
常
勤
講
師
の
確
保
に
向
け
、
講
師

登
録
の
促
進
な
ど
を
行
い
た
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
備
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

令
和
２
年
度
に
全
児
童
生
徒
（
３
４

８
０
人
）
に
各
１
台
と
、
予
備
機
と

し
て
２
８
８
台
を
配
備
。
各
学
級
に
最
低

１
台
配
備
し
、
残
り
は
各
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
数
に
応
じ
て
配
分
し
て
い
る
。

端
末
導
入
か
ら
４
年
経
過
し
て
い
る

た
め
、
故
障
等
の
増
加
に
よ
り
端
末

の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。
子
ど
も
の
学
び

を
止
め
な
い
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
を

更
に
整
備
し
て
ほ
し
い
。
今
後
、
端
末
が

不
足
す
る
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

不
足
す
る
場
合
は
、
追
加
購
入
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
同
じ
機
種
が
あ
る

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
導

入
後
４
年
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
端
末

の
更
新
も
踏
ま
え
総
合
的
に
対
処
し
た
い
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
小
１
の
通
学
帽
は
２
種
類
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
児
童
に
配
分
し
て
い
る
の
か
。

野
球
帽
型
を
男
子
児
童
に
、
ハ
ッ
ト

型
を
女
子
児
童
に
配
分
し
て
い
る
。

男
女
で
形
を
分
け
る
の
は
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
押
し
付
け
に
な
り
か
ね
な
い
。

市
と
し
て
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

▼
個
人
質
問

議
員

永
松
　広
宣

黎
　明
　会

な
が
ま
つ

ひ
ろ
の
り

辻
　
　智
之

シ
ン・タ
ガ
ワ

つ
じ

と
も
ゆ
き
▼
個
人
質
問

議
員

▼
個
人
質
問

議
員

柿
田
　孝
子

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

か
き
た

た
か
こ

要

議会のおしらせ No.221 11 議会のおしらせ No.221 10

新
中
学
校
に
つ
い
て

田
川
東
高
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

学
校
の
制
服
等
に
つ
い
て
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議
決
結
果

当
初
予
算
／
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
紹
介

一般質問 一般質問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
コ
ミ
バ
ス
）に

関
す
る
市
民
の
要
望
に
つ
い
て
問
う
。

バ
ス
停
の
新
設
や
移
設
の
ほ
か
、
バ

ス
停
で
待
つ
際
、
バ
ス
が
出
た
後
な

の
か
、
そ
れ
と
も
遅
れ
て
い
る
の
か
、
分

か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
な

ど
が
あ
る
。
可
能
な
限
り
対
応
し
た
い
。

改
善
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

本
年
９
月
に
西
鉄
バ
ス
金
田
・
方
城

線
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
影
響

が
あ
る
地
域
で
コ
ミ
バ
ス
を
運
行
さ
せ
る

ほ
か
、
ル
ー
ト
や
時
刻
の
見
直
し
を
予
定
。

運
賃
の
支
払
い
を
、
乗
車
時
の
前
払

い
か
ら
降
車
時
の
後
払
い
へ
変
更
し

て
は
ど
う
か
。
見
解
を
問
う
。

当
初
は
後
払
い
で
あ
っ
た
が
、
乗
り

継
ぎ
券
の
不
正
防
止
の
た
め
、
令
和

３
年
10
月
に
前
払
い
に
変
更
し
、
現
在
は

利
用
者
に
浸
透
し
て
い
る
。
後
払
い
に
戻

す
の
が
適
切
か
、
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
も
土
日
祝
日
の
運
行
を
要

望
し
て
い
る
。
見
解
を
問
う
。

全
国
的
に
運
転
士
が
不
足
し
て
お
り
、

本
市
も
本
年
10
月
の
路
線
再
編
に
向

け
、
運
転
士
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
ま

ず
運
転
士
を
し
っ
か
り
確
保
し
、
そ
の
後

に
土
日
祝
日
の
運
行
を
検
討
し
た
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

田
川
東
中
学
校
で
５
ル
ー
ト
、
14
台
、

田
川
西
中
学
校
で
２
ル
ー
ト
、
７
台

で
運
行
。
登
校
時
に
１
便
、
下
校
時
に
２

便
を
運
行
し
て
い
る
。

部
活
動
を
行
う
生
徒
の
た
め
に
、
土

日
に
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
求
め
る
声

が
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

現
在
、
部
活
動
が
安
定
し
、
バ
ス
の

乗
車
率
も
把
握
で
き
て
き
た
段
階
で

あ
る
。
長
期
休
業
期
間
や
土
日
に
お
け
る

バ
ス
の
需
要
や
費
用
対
効
果
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

跡
地
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
か
ら

申
入
れ
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
そ
の

時
期
と
内
容
を
問
う
。

令
和
３
年
９
月
に
遠
賀
川
河
川
事
務

所
か
ら
、
彦
山
川
拡
幅
の
た
め
、
跡

地
の
一
部
を
購
入
し
た
い
と
話
が
あ
っ
た
。

跡
地
活
用
に
関
連
し
、
築
20
年
の
た

が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
さ
れ
る

が
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
個
別

施
設
計
画
に
よ
る
と
、
こ
の
施
設
は
80
年

使
用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
跡
地
活
用
事

業
を
見
直
す
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

本
市
に
と
っ
て
ど
う
い
う
方
向
で
い

く
の
が
最
善
な
の
か
、
総
合
的
に
勘

案
し
て
判
断
し
た
い
。

議
決
結
果

補
正
予
算
／
再
議

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

録画映像

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

録画映像

小
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

猫
等
の
不
適
正
飼
育
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像録画映像

村
𠮷
　勇
介

シ
ン・タ
ガ
ワ

む
ら
よ
し

ゆ
う
す
け

少
人
数
学
級
の
推
進
及
び
人
員
配
置
に
つ
い
て

録画映像録画映像

小
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
は
、

公
明
党
が
掲
げ
る
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
策
の
一
つ
で
あ
る
。
給
食
ほ
ど
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
て
い
る
食
事
は
な
く
、

育
ち
盛
り
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
食
育

の
面
で
も
重
要
で
あ
る
。
小
中
学
校
の
給

食
費
の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。
　

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
価
格

高
騰
を
加
味
し
、
小
学
校
は
年
額
４

万
７
４
１
０
円
、
中
学
校
は
年
額
５
万
４

８
９
０
円
に
引
き
上
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、

物
価
高
騰
に
よ
る
引
上
げ
分
は
国
の
交
付

金
を
充
当
し
て
い
る
た
め
、
保
護
者
負
担

は
従
前
ど
お
り
、
小
学
校
は
年
額
４
万
５

２
１
０
円
、
中
学
校
は
年
額
５
万
２
３
６

０
円
の
ま
ま
変
わ
っ
て
な
い
。
更
に
必
要

と
な
る
給
食
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て
も
、

国
の
交
付
金
を
充
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

給
食
費
の
未
払
い
の
割
合
と
、
そ
の

理
由
に
つ
い
て
問
う
。
　
　

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
学
校
給

食
法
に
よ
り
食
材
費
相
当
額
を
保
護

者
が
負
担
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
本

市
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
学
校
給
食
費

を
市
の
会
計
に
組
み
入
れ
る
公
会
計
化
を

採
用
し
、
学
校
給
食
費
の
徴
収
事
務
を
市

の
職
員
が
行
っ
て
い
る
。

　
給
食
費
未
払
い
の
割
合
に
つ
い
て
は
、

直
近
の
令
和
４
年
度
現
年
度
分
で
、
全
体

の
約
３
％
が
未
払
い
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
理
由
に
つ
い
て
は
、
連
絡
が
つ
か
な
い

ケ
ー
ス
や
面
談
に
も
応
じ
て
も
ら
え
な
い

ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
詳
細
に
は
分
析
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、

接
触
す
る
こ
と
が
で
き
た
保
護
者
の
一
部

に
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
と
い
う
方
も

い
る
。国

に
お
い
て
は
、
異
次
元
の
少
子
化

対
策
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

昨
今
、
給
食
費
の
無
償
化
の
議
論
が
始
ま

っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
、
先
行
し
て

独
自
に
給
食
費
の
無
償
化
に
取
り
組
む
考

え
は
な
い
の
か
問
う
。

給
食
費
の
無
償
化
は
子
育
て
世
代
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
り
、

も
っ
て
少
子
化
対
策
に
資
す
る
大
変
有
効

な
施
策
で
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
給
食
費
の
無
償
化
を
実

現
す
る
場
合
、
年
間
で
食
材
費
と
し
て
約

１
億
９
千
万
円
の
経
費
が
必
要
と
な
る
。

非
常
に
大
き
な
財
政
支
出
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
安
定
し
た
財
源
の
確
保
、
若
し
く
は

財
源
の
確
保
が
困
難
な
場
合
に
は
、
他
の

施
策
の
取
捨
選
択
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
現
在
、
国
に
お
い
て
給
食
費
の

無
償
化
の
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
そ
れ
と
並
行

し
て
、
本
市
に
お
け
る
給
食
費
の
無
償
化

の
実
現
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

猫
等
へ
の
不
適
正
な
飼
育
に
対
す
る

市
民
か
ら
の
苦
情
・
相
談
の
件
数
と

そ
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
４
年
度
に
、
猫
に
関
す
る
苦
情

・
相
談
は
21
件
あ
り
、
公
園
等
で
飼

い
主
の
い
な
い
猫
に
餌
や
り
を
す
る
人
が

い
る
た
め
、
猫
が
集
ま
っ
て
迷
惑
し
て
い

る
と
い
う
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
不
適
正
な
飼
育
に
対
し
、

こ
れ
ま
で
本
市
が
取
っ
た
対
策
と
そ

の
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
が
苦
情
を
受
け
た
場
合
、
県
田

川
保
健
福
祉
事
務
所
に
連
絡
し
、
県

担
当
者
が
法
令
に
基
づ
く
指
導
を
行
う
際

に
、
本
市
職
員
も
同
行
し
て
い
る
。
本
市

の
対
策
は
、
看
板
の
設
置
、
チ
ラ
シ
の
配

布
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送
な
ど
の

啓
発
を
行
う
ほ
か
、
猫
を
追
い
出
す
た
め

の
超
音
波
発
生
器
の
貸
出
し
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
地
域
住
民
へ
の
意
識
付
け
が
な

さ
れ
、
苦
情
が
収
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
大
半

で
あ
る
が
、
改
善
し
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

猫
等
の
不
適
正
な
飼
育
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
本
市
で
独
自
に
飼
い

主
の
い
な
い
動
物
の
愛
護
に
関
す
る
条
例

を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
可
能
か
。

条
例
の
制
定
は
可
能
だ
が
、
現
状
で

は
福
岡
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
県
と
連
携
し
て

対
応
し
て
い
る
た
め
、
本
市
独
自
の
条
例

は
必
要
な
い
と
考
え
る
。

不
適
正
な
飼
育
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

猫
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た
め
に
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
保
護
し
、
去
勢
・

不
妊
手
術
を
行
っ
た
後
に
元
の
場
所
に
戻

す
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｎ
Ｒ
は
、
猫
の
繁
殖
能
力
を
な
く
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
以
上
野
良
猫
を
増
や

さ
ず
、
一
代
限
り
の
命
を
全
う
さ
せ
る
最

善
の
方
法
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
市
及
び

他
の
自
治
体
に
お
け
る
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
に
対

す
る
補
助
の
実
施
状
況
を
問
う
。

本
市
で
は
、Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て

い
る
動
物
愛
護
団
体
等
を
把
握
し
て

い
な
い
た
め
、
補
助
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
令
和
３
年
３
月
末
時
点
で
、
県
内
で
は

16
市
町
村
が
地
域
猫
の
活
動
に
対
し
て
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
主
に
飼
い
主
の
い
な

い
猫
の
去
勢
・
不
妊
手
術
に
対
し
て
助
成

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

市
民
の
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
と

と
も
に
、
劣
悪
な
環
境
に
あ
る
猫
等

を
減
ら
す
た
め
、
本
市
独
自
の
対
策
が
必

要
と
考
え
る
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
な
ど
に
関
し
、

様
々
な
意
見
が
あ
る
こ
と
は
聞
い
て

い
る
。
こ
の
事
務
は
県
の
所
管
で
あ
る
が
、

本
市
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
が
で

き
る
の
か
、
し
っ
か
り
研
究
・
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

本
市
で
は
国
に
先
駆
け
て
、
平
成
22

年
度
か
ら
市
費
負
担
の
講
師
を
配
置

し
、
全
小
学
校
で
35
人
以
下
の
少
人
数
学

級
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
評
価

で
き
る
。
改
正
義
務
標
準
法
に
よ
り
令
和

７
年
度
に
は
、
小
６
ま
で
35
人
学
級
と
な

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
市
費
講
師
の

配
置
は
不
要
に
な
る
た
め
、
更
に
少
人
数

学
級
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
。
小
学
校

で
30
人
学
級
を
実
現
す
る
に
は
、
何
名
の

市
費
講
師
が
必
要
に
な
る
の
か
問
う
。

現
状
に
お
い
て
、
12
名
の
市
費
講
師

が
必
要
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
市
費
講
師
の
配
置
実
績

か
ら
十
分
に
実
現
可
能
と
考
え
る
。

是
非
、
前
向
き
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
小
中
学
校
の
教
員
定
数
の
欠
員
状
況
と
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

県
教
育
委
員
会
か
ら
教
員
の
定
数
配

置
を
受
け
て
い
る
。
昨
年
度
開
始
時

で
は
、
小
学
校
９
名
、
中
学
校
３
名
が
欠

員
。
年
度
途
中
に
は
、
小
学
校
１
名
、
中

学
校
１
名
の
欠
員
ま
で
改
善
し
た
。
今
年

度
開
始
時
で
は
、
全
て
の
人
員
を
配
置
で

き
て
い
る
。
不
足
し
た
人
員
の
補
填
は
、

常
勤
講
師
を
任
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
今

後
も
任
命
権
者
で
あ
る
県
教
育
委
員
会
に
、

適
切
な
正
規
の
教
員
配
置
を
求
め
る
と
と

も
に
、
常
勤
講
師
の
確
保
に
向
け
、
講
師

登
録
の
促
進
な
ど
を
行
い
た
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
備
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

令
和
２
年
度
に
全
児
童
生
徒
（
３
４

８
０
人
）
に
各
１
台
と
、
予
備
機
と

し
て
２
８
８
台
を
配
備
。
各
学
級
に
最
低

１
台
配
備
し
、
残
り
は
各
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
数
に
応
じ
て
配
分
し
て
い
る
。

端
末
導
入
か
ら
４
年
経
過
し
て
い
る

た
め
、
故
障
等
の
増
加
に
よ
り
端
末

の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。
子
ど
も
の
学
び

を
止
め
な
い
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
を

更
に
整
備
し
て
ほ
し
い
。
今
後
、
端
末
が

不
足
す
る
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

不
足
す
る
場
合
は
、
追
加
購
入
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
同
じ
機
種
が
あ
る

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
導

入
後
４
年
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
端
末

の
更
新
も
踏
ま
え
総
合
的
に
対
処
し
た
い
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
小
１
の
通
学
帽
は
２
種
類
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
児
童
に
配
分
し
て
い
る
の
か
。

野
球
帽
型
を
男
子
児
童
に
、
ハ
ッ
ト

型
を
女
子
児
童
に
配
分
し
て
い
る
。

男
女
で
形
を
分
け
る
の
は
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
押
し
付
け
に
な
り
か
ね
な
い
。

市
と
し
て
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

▼
個
人
質
問

議
員

永
松
　広
宣

黎
　明
　会

な
が
ま
つ

ひ
ろ
の
り

辻
　
　智
之

シ
ン・タ
ガ
ワ

つ
じ

と
も
ゆ
き
▼
個
人
質
問

議
員

▼
個
人
質
問

議
員

柿
田
　孝
子

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

か
き
た

た
か
こ

要

議会のおしらせ No.221 11 議会のおしらせ No.221 10

新
中
学
校
に
つ
い
て

田
川
東
高
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

学
校
の
制
服
等
に
つ
い
て
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議会のおしらせ No.221 12

大任町に対し、し尿処理施設、じん芥処理施設及び埋立処分施設の
建設に関する事務の情報開示を求める決議について

POINT

可決

全員協議会を開催しました
　令和５年７月14日に、田川郡東部環境衛生施設組合の永
原組合長から、田川市郡８市町村共同で建設することになっ
ている、し尿処理施設、じん芥処理施設及び埋立処分施設の
３施設の建設に係る事業内容の説明を受けるため、全員協議
会を開催しました。
　これは、同組合長から、組合事業に関する正確な情報を田
川市議会議員に直接伝えたいとの依頼を受けて、開催したも
のです。

田川市郡８市町村共同で建設することになった、し尿処理施設、じん芥処理施設及び埋
立処分施設の３施設の建設に関する事務について、その執行や管理を大任町に委託して
います。厚生委員会が求めてきた３施設に関する６項目の資料の提出について、田川市
が大任町に依頼しましたが、関係資料は提出されませんでした。
３施設の建設費については、８市町村で応分の負担をしているため、田川市は市民に３
施設について説明する責任があり、市民は「知る権利」を有しています。よって、大任
町が所有する３施設の建設に関する情報（工事費積算書、施工体系図、用地買収の範囲
など）を共同建設する他の市町村に公開するよう求めるものです。

※詳しくは、田川市議会のホームページをご覧ください。
全員協議会の映像➡

【議員提出議案　第４号】（提出者：小林〔柿田、佐藤、辻、村𠮷、榊原、香月、石松、梶原、原田〕）

以上の、討論が行われた後、採決を行った結果、賛成多数で　　　　　されました。可決

【反対討論】
○今村議員
　膨大な建設事務を担ってもらっている大任町
との信頼関係を構築していく必要があるほか、
本市に直接的な権限のない他団体の情報公開
制度に関して決議することは、慎重な判断が
求められる。また、大任町長である東部組合
長から３施設に関する説明責任を果たしたい
との意思表示があっている段階であり、その
説明を受けず、この決議を行うことは時期尚
早である。
○尾﨑議員
　大任町は既に情報公開している。また、東部
組合には、地方自治法に基づく組合議会が設
置され、本市議会からも４名の議員が選出さ
れていることなどから、このような決議をす
ると、東部組合や構成団体の信頼を大きく損
なう可能性が高い。

討
　論

【賛成討論】
○石松議員
　厚生委員会における本市執行部の３施設建設
に関する説明では、「事業内容の詳細は分から
ない」、「資料は持っていない」などの答弁が散
見され、市民への説明責任を果たせていない。
3 施設の建設費を応分に負担している本市と
して、市民の「知る権利」を保障できていない。
○佐藤議員
　前市政は、３施設の建設事務の委託に係る審
議をする際、「東部組合で出された資料を厚
生委員会に提出し、これまでどおりの議会審
議ができるよう丁寧な説明をしていく」と約
束した。しかし、厚生委員会が請求した６項
目の資料について、大任町から提出はなく、
本市は関係資料を保有していないため、市民
への説明責任を果たすことや、市民の「知る
権利」を保障することができない。

本会議の映像➡
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認
知
症
と

と
も
に
歩
む
。

誰 も が
なり得る
認 知 症

認知症啓発講座 シニアスクール

【第１回】認知症予防 楽しく元気にピンピンコロリ！

　認知症予防について学んだ後にみなさんと一緒に参加
できる「ミュージックケア」を行います。音楽に合わせ
て楽しく体を動かしましょう。
●とき　９月６日（水）13時30分～15時
●ところ　田川市民会館講座室１　定員30人
●講師　見立病院精神科認定看護師　知

ち し き

識裕
ひ ろ こ

子さん

【第２回】よりよい介護について考えてみよう

　家族や親しい人が認知症ではないかと感じたとき、認
知症の家族を介護しているとき、何から始めればいいの
か、自分はどう接していけばいいのかなど悩むことはあ
りませんか。認知症の家族・介護者が抱える問題につい
てわかりやすく伝えます。
●とき　９月21日（木）18時～19時30分
●ところ　田川市民会館講座室１　定員50人
●講師　見立病院認知症看護認定看護師　深

ふ か つ

津紘
こういち

一さん
［共通］
●申し込み・問い合わせ
　高齢障害課高齢介護係（☎85-7129）
※第１回・第２回のどちらかのみの参加も可能です。
　いずれも定員になり次第受け付けを終了します。
※期間中、田川市民会館や田川市立図書館、市役所１階ロ
ビーで認知症に関するパネルなどを掲示しています。

　地域包括支援センターでは、高齢者に関する相談を受
け付けています。「認知症になる前にできることは何か」
「家族がいないため、自分が亡くなった後のことを誰に
頼めばいいのか」など将来の不安に対する相談が増えて
います。そこで「シニアスクール」と題して、任意後見
制度と死後事務委任契約についての講演会を実施します。

【第 1 回】任意後見制度
～あれこれできなくなる前に今からできる老後の備え～
●とき　10月12日（木）14時～16時　

【第 2 回】死後事務委任契約
～私が死んだらどうなるの？最期を迎えるその前に～
●とき　10月26日（木）14時～16時
●講師　NPO法人是空社会福祉士　木

き や ま

山淳
じゅんいち

一さん
●ところ　スマイルプラザ田川会議室
　　　　　Zoomによるオンライン配信
●定員　会場15人、オンライン配信100人

［共通］
●申し込み・問い合わせ
　第１回・第２回のどちらかのみの参加も可能です。
　会場での参加を希望する人は、地域包括支援センター
（☎42-9420）に電話で申し込みください。
　オンライン配信を視聴する人は、申し込みフォームの
注意事項を確認のうえ、2次元コードまた
は地域包括支援センターのホームページか
ら申し込みください。いずれも定員になり
次第受け付けを終了します。

身近な人がなることなども含め、多くの人にとって認知症は身近になってきて
います。世界的な取り組みとして「世界アルツハイマー月間（９月）」や「世
界アルツハイマーデー（９月21日）」が定められており、本市はこの期間にもっ
と認知症を知ってもらえるよう講座やパネル展を実施します。認知症があって
もなくても、同じ社会の一員として地域で暮らしていくにはどうしたらいいの
か、一緒に考えてみませんか。

 ◆問い合わせ　高齢障害課高齢介護係（☎85-7129）広報たがわ
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B

A

重　　　要
●土地によっては売却条件があります。詳しくは問い合わせください。
●引き渡し時の現状で引き渡します。立木・雑草などの除去、工作物の補修および撤去などは、
一切市では行いません。

●地下埋設物、地盤調査および地質調査は実施していません。
●市有地等購入奨励金、市内業者利用奨励金ともに申し込み期間内でも、予算額に達し次第受付
を終了することがあります。

市有地を売却します

　市内業者とは、本市の住民基本台帳に記載され、かつ、市
内に事業所を有する個人事業主または市内に本店・支店を有
する法人で、本市の競争入札参加有資格者名簿または小規模
修繕契約希望者登録名簿に登録されているものをいいます。

■入札会申込期間
　９月１日（金）～29日（金）
　※土日祝日を除く
■入札会 10月６日（金）13時30分
　（13時15分受付）
■入札会場 市役所３階入札室

市内業者利用奨励金
●対象　自己の住宅を新築するために市有地を購入した個人
または社員寮などを建設するために市有地を購入した法人

※参加申し込みに必要な書類は、市ホームページをご覧になる
か、問い合わせください。

住宅を新築し、
定住することを目的
として市有地を購入
した場合

市有地等購入奨励金
の交付を受け
市内業者により住宅
を新築すれば

市有地等購入奨励金

奨励金を支給します

奨励金を支給します土地取得額の
※支給上限額

伊加利2186番20の一部外4筆
A最大面積（宅地）： 2,000.00㎡（約605坪）
B最大面積（山林）：76,873.63㎡（約23,254坪）

1㎡4,934円～［坪 16,310円～］
A［最低売却単価］宅地

1㎡ 1,190円～［坪  3,933円～］
B［最低売却単価］山林

1 白鳥町2260番14
面積 ： 264.24㎡（約80坪）

4,016,448円
［売却価格］

40.1万円
［坪 50,247円］

［市有地等購入
　　　奨励金］

糒2200番28
面積 ： 228.17㎡（約69坪）

1,630,730円
［売却価格］

16.3万円
［坪 23,626円］

［市有地等購入
　　　奨励金］

一般競争入札 先 着 順

■申込期間　９月１日（金）～令和６年2月29日（木）
　　　　　　※土日祝日・年末年始（12月29日～1月3日）を除く

1 2

※通常の一般競争入札と異なるた
め詳しくは問い合わせください。

申し込み方法など詳しくは市ホームページをご覧になるか財産活用課（☎85-7108）に問い合わせください。

田川地区消防署からのお願い ●問い合わせ　田川地区消防署（☎44-0650）

火　災
　上半期の火災件数は28件で、昨年と比較して
45件減少しています。
　出火原因は、１位：たき火（５件）、２位：た
ばこ（２件）、火遊び（２件）が上位となってお
り、いずれも人的要因による火災です。人的要因
によって発生する火災は、一人ひとりの火の取り
扱いに対する「ちょっとした不注意」が原因です。
火の取り扱いには十分注意しましょう。

救急・救助
　上半期の救急出動件数は 4,061件で、前年に
比べて346件増加しています。５台の救急車がす
べて出動することもありますので、緊急の場合に
身近な救急車が利用できるよう「#7119」を活
用するなど、救急車の適正な利用にご協力をお願
いします。また、熱中症や水難事故に十分注意す
るとともに、豪雨などの災害への備えや避難所の
確認なども忘れずにお願いします。
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開催日 競技種目 区分 会場 申し込み・問い合わせ 申込期限 備考

参加募集要項一覧

令和５年度

第 回 田川市民体育大会63

※記載されていない競技種目は、市総合体育館（☎44-7370）へ問い合わせください。

10月９日（月祝）

小学男子：100・800ｍ、走幅跳
小学女子：100・800ｍ、走幅跳
中学男子：100・200・400・800・1500m
 走幅跳、走高跳、砲丸投
中学女子：100・200・400・800・1500m
 走幅跳、走高跳、砲丸投
高校男子：100・200・400・800・1500m
 走幅跳、走高跳、三段跳、砲丸投
高校女子：100・200・400・800・1500ｍ
 走幅跳、走高跳、三段跳、砲丸投
一般：100・1500ｍ、走幅跳、三段跳

場
技
競
上
陸
丘
が
ね
が
こ

陸上
伊田町14番16号
魚島一彦
☎090-3016-4201 FAX 42-2313

10月２日（月）

・当日受付はありません。
・小学生の出場種目は
 ２種目以内
・１人の出場種目数は
 ４種目以内
※種目は変更になる場合が
　あります。
※雨天の場合中止になる
　可能性があります。

９月24日（日）
※申し込みは下記アドレスから
田川テニス協会ホームページへ
https://tta-tennis.wixsite.
com/index

テニス 市民
テニスコート一般

田川テニス協会事務局
原田洋一郎
☎080-6444-9111

９月17日（日）

FAXまたは郵送で申し込み
ください。卓球 総合体育館

田川市中央町1-1
田川市役所　森田高広
☎85-7124 FAX 44-2123

９月６日（水）

10月７日（土）
８日（日）

９日（月祝）

こがねが丘
陸上競技場
総合グラウンド

９月29日（金）サッカー 小学生
（少年・少女）

田川市サッカー協会
肥吉永悟
☎090-4770-8909 FAX 46-1948　

・チーム受付は終了しました。
・内容は問い合わせください。

総合体育館 ９月29日（金）バスケットボール 一般 平澤建太
☎090-4517-2225

弓道 ９月30日（土）市弓道場一般男女
弓道連盟事務局
東田玉史
☎ 090-4779-1189　　
mail  n96112tt@gmail.com

個人戦のみ行います。

９月28日（木）ソフトテニス 市民
テニスコート

田川ソフトテニス連盟
石丸功輔
☎090-9485-2793 FAX 46-1323

中学生
高校生

一般・シニア

中学生
一般
シニア

雨天順延　10月15日（日）　　　　
※FAXで申し込みください。

10月１日（日） 空手道 ９月20日（水）田川小学校
体育館

大字伊田4996-5　　　
田中聡
☎090-9568-7940　　
メール skif.tagawa@gmail.com

詳しくは問い合わせください。
幼児・小学生
中学生・高校生

一般

10月18日（水）

代表会議　10月11日（水）
10月29日（日）予備日

一般 10月１日（日）グラウンドゴルフ
こがねが丘
陸上競技場
サブグラウンド

田川グランドゴルフ協会
山田利晴
☎44-7565

10月８日（日）

９月29日（金）市ゲートボール場
（市民球場横）

ゲートボール 一般
ゲートボール協会
有馬正浩
☎090-8228-0480 FAX 42-2882

10月８日（日）10月15日（日） ソフトボール 総合グラウンド
ソフトボール連盟事務局
山本慶輔
☎080-2720-1659

※10月23日（月）予備日
  ８時30分～13時

一般

10月29日（日） FAXまたは郵送で申し込み
ください。10月16日（月）バドミントン

ジュニア
高校生
一般

中央町1番１号
田川市役所　郡谷忠士
☎85-7118 FAX 46-0124

総合体育館

未定 総合体育館 未定バレーボール 一般男女
婦人

田川市バレーボール協会
土谷
☎090-1874-8295
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●一般書
図書館のお夜食	 （原田　ひ香）
それは誠	 （乗代　雄介）
子どもにかかるお金大全

（寺澤　真奈美（他））
その仕事、生産性ゼロです	（山本　大平）
怖いけど面白い予防医学	 （森　勇磨）
●児童書
まいごのモリーのおかいもの

（はた　こうしろう（絵））
ゆうすげ村の紙すき屋さん
	 （茂市　久美子）
金曜日のあたしたち	 （濱野　京子）
ぼくは本のお医者さん	（深山　さくら）
人体の学校	 （坂井　建雄（監修））

新着図書の紹介おすすめ図書
彼
女
は
そ
こ
に
い
る

織
守　
き
ょ
う
や
（
著
）

人が居つかない家という
ものは存在する。一軒家
で続く怪現象。関係者の
3 つの物語から浮かび上
がる存在とは…。ホラー
ミステリ

< 本屋 本の木 > の看板
ねこルビが、お気に入り
のベーカリー < 小麦に
吹く風 > に本を届けに
行くと、元気いっぱいの
チビねこたちが現れて…

中
学
数
学
は
７
日
間
で
や
り
直
せ
る
。

小
倉　
悠
司
（
著
）

ル
ビ
と
ち
っ
ち
ゃ
な
ね
こ
た
ち

野
中　
柊
（
著
）

中学３年間で学習する数
学の内容を、ぎゅっと濃
縮して大事なところだけ
を解説。ビジネスや毎日
の生活に役立つ“数学的
思考力”が身につく本

PICK
UP NEW

田川市立図書館（☎・FAX 44-0384）
【開館時間】火～金：９時30分～20時（土日祝日は18時閉館）
【９月休館】４日（月）、11日（月）、19日（火）、25日（月）、※26（火）臨時休館

BOOK FOREST

市立図書館では、４か月児健診会場（市保健センター）で、赤ちゃん
と保護者に絵本やおすすめ図書リストなどを配付しています。

ブック
スタート

◆レコードコンサート ９月21日（木）18時30分～図書館2階視聴覚室（※予約制） 内容：グスターヴ・ホルスト 組曲「惑星」作品32ほか

●と　　き　９月23日（土祝）14時～16時
●上映作品　「老後の資金がありません！」（115分）
　　　　　　前田哲（監督）　主演：天海祐希ほか
●映画内容　人生100年時代、老後資金に2000万円必要？！現代日本が抱

えるお金の問題に、普通の主婦が立ち向かう！
●参 加 費　無料
●定　　員　12人
●申し込み方法　図書館カウンターまたは電話で申し込み

映
画
上
映
会

　

▲田川市立
   図書館HP

まえだ あまみ ゆうきてつ

　歯ぐきに炎症が起こり、歯を支える骨が溶ける歯周病。その
原因である歯垢（プラーク）は、食べかすをもとに繁殖した細
菌の塊です。この細菌が歯ぐきの血管から全身に入り込むと、
心筋梗塞や心内膜炎、呼吸器疾患など、さまざまな病気を引き
起こすとされています。口内を健康な状態に保つことは、全身
の健康にも繋がります。歯周病を予防するためには正しい磨き
方で歯磨きをするほか、かかりつけのクリニックなどを決めて
定期的に受診しましょう。

全身の健康は口の健康から！
●口の健康をチェックしましょう

●歯を磨いたときに歯ぐきから血が出る
●歯がしみる
●歯のすき間が広がった
●歯の間に食べ物がよくはさまる
●歯のぐらつきがある
●歯ぐきが赤く腫れている
●口内がねばねばする
●口臭がある　　など

つな

右の内容に当てはまる人は歯科に相談しましょう。

しこう

田川市役所　TEL：0947-44-2000 代表／ FAX：0947-46-0124
ホームページ https://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/

問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７

０
・
05
・
４
０
９
２
）
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令和５年７月末現在
人　口　45,554人（前月比10減）

男 21,197人　  女 24,357人
世帯数　24,249（前月比 18増） 
出生 26人　　死亡 　 59人
転入  151人　　転出 128人

調
査
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

住
宅・土
地
統
計
調
査

日
本
年
金
機
構

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

県
民
手
帳
を
予
約
販
売

ふ
く
お
か
の
情
報
が
満
載

　
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す
る
最

も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で
、
全
国
約

３
４
０
万
世
帯
を
対
象
と
し
た
大
規
模

な
調
査
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、
耐
震

や
防
災
を
中
心
と
し
た
都
市
計
画
づ
く

り
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
住
ま
い

に
関
す
る
計
画
や
施
策
の
基
礎
資
料
と

し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　
【
調
査
地
域
の
確
認
】
９
月

上
旬
【
調
査
票
の
配
布
と
回
収
】
９

月
下
旬
～
10
月
上
旬

▼
内
容　
【
調
査
地
域
の
確
認
】
調
査

員
が
各
世
帯
に
調
査
の
お
知
ら
せ
を

配
布
し
ま
す
。【
調
査
票
の
配
布
と

回
収
】
調
査
員
が
抽
出
さ
れ
た
世
帯

に
調
査
票
と
説
明
書
な
ど
を
配
布
し

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基

準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
給
付
を
受
け

る
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
と
給
付
条
件

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

で
「
65
歳
以
上
」、「
市
民
税
非
課
税

世
帯
」、「
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の

所
得
額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下
」

で
あ
る
こ
と
。

・
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
で
「
前
年
の
所
得

額
が
約
４
７
２
万
円
以
下
」
で
あ
る

こ
と
。

▼
請
求
手
続
き　

 

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を

 

受
け
取
る
人

　
対
象
と
な
る
人
へ
日
本
年
金
機
構
か

ら
請
求
手
続
き
案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

 

年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
人

　
年
金
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
請
求
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
の
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
県
内
の
主
な
催
し
や
別
冊
の
市
町
村

デ
ー
タ
が
付
い
て
い
ま
す
。

▼
サ
イ
ズ
・
色
・
価
格　
サ
イ
ズ
は
次

の
３
種
類
。
色
は
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
判

は
「
黒
」
の
み
、
標
準
判
は
「
黒
」・

「
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
」・「
ラ
イ
ト
グ
リ

ー
ン
」・「
紺
（
横よ

こ
け
い
ば
ん

罫
版
）」
で
、
ポ

ケ
ッ
ト
判
は
「
黒
」・「
ワ
イ
ン
レ
ッ

ド
」
で
す
。

▼
申
込
期
限　
９
月
13
日（
水
） 

問
経
営
企
画
課(

☎
85
・
７
１
０
１)
名　　　　　称 日時（受付時間） 場　　　 所 備　　考 名　　　　　称 日時（受付時間） 場　　　 所 備　　考

★注１☎85-7112

☎44-0159

要予約
☎42-9307

市役所２階
税務課

☎44-0678市役所１階
子育て支援課

注１）市内に住む人対象、予約制。市民課で発行する紹介状が必要（受付：平日８時30分～17時・木曜日は19時まで）

福岡県田川
保健福祉事務所

スマイルプラザ
田川

男女共同参画センター
ゆめっせ

男女共同参画センター
ゆめっせ

14日㈭
17：00～19：00

市役所１階
大会議室

13日㈬
９：00～16：00

市役所１階
14会議室

市役所１階
14会議室

26日㈫
９：00～12：00

12日㈫10：00～
28日㈭14：00～

５日㈫
13：00～14：00

月～金（祝日を除く）
９：00～17：00

月～金（祝日を除く）
８：30～16：30

交通事故相談

くらし・行政
なんでも相談

納税窓口相談

24日㈰
９：30～12：30

身障なんでも
相　　　　　談

☎44-575713日㈬・27日㈬
13：00～16：00

聴力言語障害
生　活　相　談

福岡法務局
田川支局

12日㈫
予約制、条件・定員あり

弁 護 士 無 料
法 律 相 談

福岡県弁護士会筑豊部会
田川法律相談センター

月～金（祝日を除く）
13：00～16：00

行　政　書　士
無　料　相　談

こ　こ　ろ　の
健　康　相　談

労　働　相　談

女　性　相　談

子育て女性など
就職支援相談
母子・児童相談
（児童虐待含む）

（産業振興課）

９月の定例相談

市役所１階
大会議室C

☎46-4848
高齢障害課
☎85-7130

（専用ダイヤル）

☎0948-29-0277

電話受付可
悩みごと110番スマイルプラザ

田川

中央☎44-8181、弓削田☎
44-3318、上伊田☎44-3410

月～金（祝日を除く）
10：00～15：00

月～金（祝日を除く）
９：00～16：00

隣　保　館　の
人権・生活相談

ふ　れ　あ　い
福祉総合相談

福岡県
嘉穂・鞍手
保健福祉
環境事務所

女性の健康相談
不 妊 相 談

補 聴 器 相 談

面接相談（予約制）
６日㈬13：30～16：30
電話相談（祝日を除く）
月～金９：00～17：00

27日㈬
13：00～16：00

７日㈭
13：30～15：30

法テラス福岡
☎050-3383-5502

☎85-7145
前日までの予約制

☎85-7134
前日までの予約制

※都合により相談日が変わることがあります。★印の相談の問い合わせは市民課（☎85-7137）

９：30～10：00
12日㈫

田川市役所　TEL：0947-44-2000 代表／ FAX：0947-46-0124
ホームページ https://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/

【還付金・ニセ電話詐欺に注意！】市や銀行が還付金や保険料について電話で連絡することはありません。♦問い合わせ 高齢障害課（☎85-7129）

記
入
を
依
頼
し
ま
す
。
調
査
票
は
後

日
回
収
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
身
分
証
を
持
っ
て
い
ま
す
。

※
回
答
方
法
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
郵

送
・
調
査
員
回
収
か
ら
選
べ
ま
す
。

問
経
営
企
画
課
企
画
政
策
係
（
☎
8️5
・

７
１
０
１
）

問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７

０
・
05
・
４
０
９
２
）

10月発売予定!!

 
ハンドブッ

ク判 1,000
円（税込）

 H.210×
W.150mm

ポケット判
 500円（税

込）

 H.135×
W.73mm  標準判 6

00円（税込
）

 H.162×
W.84mm
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★
お
知
ら
せ
の
続
き

市
保
健
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
の
健
康
展

　
自
殺
予
防
週
間（
９
月
10
日
～
16
日
）

に
合
わ
せ
、
市
立
図
書
館
で
「
心
の
健

康
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
展
示
と

図
書
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　
開
催
中
～
９
月
13
日
（
水
） 

▼
と
こ
ろ　
田
川
市
立
図
書
館

問
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
44
・
８
２
７

０
）

長
寿
祝
い
の
田
川
商
業
振
興
券

使
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

９
月
21
日
は
国
際
平
和
デ
ー

平
和
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か

農
政
課

夏
吉
の
猿
追
い
出
し
隊
が
活
動
中

田
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

平
成
筑
豊
鉄
道

へ
い
ち
く
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３

九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
部

第
69
回
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

田
川
地
区
上
映
実
行
委
員
会

映
画
上
映
会

市
長
と
市
議
会
議
員

資
産
等
報
告
書
と
審
査
意
見
書
の
閲
覧

　
昨
年
９
月
に
長
寿
祝
い
と
し
て
対
象

者
に
配
布
し
た
「
田
川
商
業
振
興
券
」

の
使
用
期
限
は
10
月
31
日
（
火
）
で
す
。

使
っ
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
使
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
高
齢
障
害
課
高
齢
介
護
係
（
☎
85
・

７
１
２
９
）

　
毎
年
９
月
21
日
は
、
国
連
が
定
め
た

平
和
の
記
念
日
「
国
際
平
和
デ
ー
」
で
、

す
べ
て
の
国
の
人
々
に
停
戦
と
非
暴
力

を
呼
び
か
け
、
敵
対
行
為
の
停
止
を
働

き
か
け
る
国
際
平
和
へ
の
願
い
が
込
め

ら
れ
た
日
で
す
。
本
市
で
は
、
平
和
都

市
宣
言
や
平
和
首
長
会
議
へ
の
加
入
な

　
夏
吉
地
区
で
、
猿
に
よ
る
農
作
物
被

害
や
人
的
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

地
域
住
民
の
有
志
15
人
で
結
成
さ
れ
た

「
猿
追
い
出
し
隊
」
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
猿
が
出
没
し
た
と
き
の
追
い
出
し

活
動
や
、
竹
木
の
伐
採
に
よ
る
緩
衝
帯

の
整
備
を
行
い
、
猿
が
現
れ
づ
ら
い
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
農
政
課
（
☎
85
・
７
１
４
６
）

　
７
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
次
の

と
お
り
人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
い
じ
め
、

虐
待
、
差
別
、
人
権
侵
害
な
ど
の
人
権

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
今
回
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員

　
村む

ら
か
み上
顕あ

き
の
り功
さ
ん
（
新
任
）
白
鳥
町

問
田
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
（
福
岡

法
務
局
田
川
支
局
内
）（
☎
44
・
１
４

２
６
）

　
平
成
筑
豊
鉄
道
が
、
車
両
展
示
や
ミ

ニ
ち
く
ま
る
号
乗
車
体
験
な
ど
が
で
き

る
車
両
基
地
公
開
イ
ベ
ン
ト
「
へ
い
ち

く
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
」
を
開
催
。
普

段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
車
両
基
地

内
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　
10
月
１
日（
日
）11
時
～
15
時

▼
と
こ
ろ　
平
成
筑
豊
鉄
道
金
田
車
両

基
地
（
金
田
駅
構
内
）

▼
入
場
料　
無
料

問
平
成
筑
豊
鉄
道
（
☎
22・１
０
０
０
）

▼
と
き　
９
月
29
日（
金
）18
時
～
19
時

30
分

▼
と
こ
ろ　
九
州
工
業
大
学
情
報
工
学

部（
飯
塚
市
川
津
）、オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ

▼
と
き　
９
月
18
日（
月
祝
）①
10
時
30

分
～
12
時
40
分
②
14
時
～
16
時
10
分

▼
と
こ
ろ　
田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル

▼
上
映
作
品　
映
画
「
島
守
の
塔
」

▼
観
賞
券　
大
人
・
大
学
生
前
売
券
１

千
円
・
当
日
券
１
千
２
０
０
円
、
高

校
生
・
障
が
い
者
６
０
０
円
、
中
学

生
以
下
無
料

問
田
川
地
区
上
映
実
行
委
員
会
（
☎
０

９
０
・
４
５
１
９
・
５
７
１
６
）

　
市
長
、
市
議
会
議
員
と
そ
の
配
偶
者

９月の市民課窓口
延長日

●時間外窓口
　7日、14日、21日、28日
※いずれも木曜日17時～19時
※マイナンバーカードに関する手続
きも可能です。
※住民異動・戸籍届出など、時間外
窓口では取り扱いできない手続き
があります。詳しくは問い合わせ
ください。
●マイナンバーカード時間外窓口
①５日、12日、19日、26日
　※いずれも火曜日17時～19時
②３日、10日、17日、24日
　※いずれも日曜日８時30分～17時
※手続きに時間がかかります。時間
に余裕を持って来庁してください。
●問い合わせ　市民課市民年金係
（☎ 85-7137）

図書館と美術館の
指定管理者を募集します
　本市の図書館と美術館では、指定管理者
制度を導入しています。令和５年度末で指
定期間が終了することから、今回新たな指
定管理者を公募します。
●施設名　田川市立図書館、田川市美術館
●募集開始　９月中旬頃
●指定期間　令和６年度からの５年間
　９月上旬開催の選定委員会で詳細が決定
する予定です。詳細は２次元コ
ードを読み取り、市ホームペー
ジで確認してください。

【指定管理者制度とは】
　民間事業者を含む法人その他の団体（個
人は不可）が、公の施設を管理運営すること
で、民間の活力や知識、技能をいかし、市民
サービスの向上、経費の節減などを図ること
を目的としています。指定管理者は、応募団
体の中から選考し、市議会の議決を経て決定
します。

ど
国
際
平
和
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ

の
日
を
き
っ
か
け
に
、
平
和
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課
市
民
協
働

推
進
係
（
☎
85
・
７
１
１
３
）

の
資
産
等
報
告
書
と
市
政
治
倫
理
審
査

会
の
審
査
意
見
書
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

※
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
市
役

所
開
庁
日

▼
閲
覧
場
所
【
市
長
】
総
務
課
【
市
議

会
議
員
】
議
会
事
務
局

問
総
務
課
総
務
法
制
係
（
☎
85
・
７
１

０
３
）

Ｏ
Ｏ
Ｍ
）

▼
内
容　
【
テ
ー
マ
】
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
が
み
た
分
子
の
世
界【
ゲ
ス
ト
】

植う
え
ま
つ松
祐ゆ

う
き輝
准
教
授

▼
定
員　
【
対
面
】20
人【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

１
０
０
人
程
度

▼
申
し
込
み
方
法　
電
話
・
メ
ー
ル
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

問
九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
部
広
報
室

（
☎
０
９
４
８
・
29
・
７
５
０
９
）

傍聴できます。定例教育委員会 ９月14日（木）14時30分～ 田川市民会館 ◆問い合わせ 教育総務課（☎85-7165） 広報たがわ
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ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
大
会

　
本
大
会
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の

福
祉
の
向
上
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
式
典
や
行
政
説
明
に
続

き
春
日
警
察
署
が
講
演
を
実
施
し
ま
す
。

講
演
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

▼
と
き　
11
月
12
日（
日
）13
時
～
15
時

50
分ファミリーサポートセンター

まかせて会員養成講習会受講者募集
　市では、子育ての手助けをしてほしい人（おねがい会員）とその支援を行い
たい人（まかせて会員）をマッチングする事業を行っています。
　今回は、子どもの預かりや送迎などをしてくれる「まかせて会員」の養成講
座を開催します。子育てボランティアとして、子育てを応援しませんか。
●と　き　10月６日（金）、13日（金）、18日（水）、19日（木）、28日（土）、
　11月９日（木）、21日（火）、27日（月）、12月1日（金）、５日（火）の10日間
※１日２講座行う場合があります。詳しくは問い合わせください。
※原則としてすべての講座の受講が必要です。
※保育士などの有資格者は、講習の一部を免除できます。
●ところ　多世代交流ひろば　そだちの森（田川警察署横）
●申込期限　９月28日（木）
※無料託児を希望する人は各講座の１週間前までに申し込みください。
●申し込み方法　申込者氏名、年齢、性別、住所、電話番号、託児の有無を、
来所または電話、LINE で申し込み

問田川市ファミリーサポートセンター（☎ 080-8390-1860）
※市ホームページにも、ファミリーサポートセンターまかせて
　会員養成講習会チラシを掲載していますので、ご覧ください。

　
【
講
演
】
14
時
40
分
～
15
時
40
分

▼
と
こ
ろ　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ア
リ

ー
ナ
棟
大
ホ
ー
ル
（
春
日
市
原
町
）

▼
内
容　
①
式
典
②
行
政
説
明(

福
岡

県
こ
ど
も
未
来
課)

③
講
演
「
オ
レ

オ
レ
詐
欺
に
つ
い
て
」

▼
参
加
費　
無
料

※
大
会
資
料
は
２
０
０
円
で
販
売

問
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
事
務

局（
☎
０
９
２・５
８
４・３
９
２
２
）

防
衛
大
学
校
学
生・

防
衛
医
大
医
学
科
学
生・航
空
学
生

自
衛
官
採
用
試
験

 

防
衛
大
学
校
学
生

▼
申
込
期
間　
９
月
５
日（
火
）～
８
日

（
金
）

▼
試
験
日　
９
月
16
日（
土
）

▼
試
験
会
場　
健
軍
駐
屯
地
（
予
定
）

（
熊
本
県
熊
本
市
東
区
東
町
）

▼
受
験
資
格　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

人

 

防
衛
医
大
医
学
科
学
生

▼
申
込
期
限　
10
月
11
日（
水
）

▼
試
験
日　
10
月
21
日
（
土
）

▼
試
験
会
場　
福
岡
大
学（
予
定
）（
福

岡
市
城
南
区
七
隈
）

▼
受
験
資
格　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

人
 

航
空
学
生

▼
申
込
期
限　
９
月
７
日
（
木
）

▼
試
験
日　
９
月
18
日
（
月
祝
）

▼
試
験
会
場　
小
倉
駐
屯
地
（
予
定
）

（
北
九
州
市
小
倉
南
区
北
方
）

▼
受
験
資
格　

 

【
海
上
】
18
歳
以
上
23

歳
未
満
の
人
【
航
空
】
18
歳
以
上
21

歳
未
満
の
人

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

自
衛
官
等
募
集
説
明
会

　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚
地

域
事
務
所
で
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

個
別
説
明
や
出
張
説
明
も
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚
地

域
事
務
所
（
☎
０
９
４
８
・
22
・
４

８
４
７
）

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
集
中
相
談
会

（
一
財
）田
川
市
住
宅
管
理
公
社

住
宅
に
関
す
る
無
料
相
談

田
川
調
停
協
会

調
停
手
続
無
料
相
談
会

　
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
マ
タ
ハ
ラ
、

そ
の
他
労
働
問
題
に
関
す
る
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
り
弁

護
士
相
談
も
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

▼
と
き　
9
月
27
日（
水
）、
28
日（
木
）

※
い
ず
れ
も
９
時
～
20
時
（
受
付
は
19

時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　
福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援

　

宅
地
・
建
物
の
取
得
、
相
続
贈
与
、

税
金
、
自
宅
の
新
築
・
増
改
築
の
計
画
、

高
齢
者
住
宅
用
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る

相
談
な
ど
、
住
宅
関
連
の
相
談
に
司
法

書
士
、
税
理
士
、
建
築
士
が
応
じ
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
９
月
12
日（
火
）10
時
～
15
時

▼
と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
大
会
議
室

▼
相
談
方
法　
面
談
（
予
約
者
優
先
）

問（
一
財
）田
川
市
住
宅
管
理
公
社（
☎

44
・
９
８
８
８
）

　
相
続
や
金
銭
問
題
、
交
通
事
故
、
近

隣
問
題
な
ど
家
庭
内
・
親
族
間
の
問
題

や
他
人
と
の
争
い
を
解
決
す
る
方
法
の

ひ
と
つ
と
し
て
調
停
制
度
（
話
し
合
い

で
円
満
解
決
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制

度
の
内
容
や
手
続
き
な
ど
に
関
す
る
相

談
に
、
調
停
委
員
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　
10
月
５
日（
木
）10
時
～
15
時

▼
と
こ
ろ　
田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル

２
階
大
会
議
室

問
福
岡
地
方
・
家
庭
裁
判
所
田
川
支
部

（
☎
42
・
０
１
６
３
）

事
務
所
（
飯
塚
市
新
立
岩
）

▼
対
象　
労
働
者
、
事
業
主

▼
相
談
方
法　
面
談
ま
た
は
電
話
相
談

※
予
約
優
先
（
予
約
な
し
で
も
相
談
で

き
ま
す
）

問
福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
１
１
４
９
）

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

職
員
採
用
試
験（
令
和
６
年
４
月
採
用
）

▼
職
種　
行
政
事
務

▼
採
用
予
定
人
数　
２
人
程
度

▼
試
験
地
・
勤
務
場
所　
福
岡
市

▼
第
１
試
験
日　
10
月
15
日（
日
）

※
第
２
試
験
日
や
受
験
資
格
な
ど
の
詳

細
は
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

▼
試
験
案
内
配
布
場
所　
福
岡
県
介
護

保
険
広
域
連
合
本
部
や
各
支
部
、
市

高
齢
障
害
課
高
齢
介
護
係
で
配
布

▼
申
込
期
限　
９
月
８
日（
金
）

問
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
本
部
総

務
課
総
務
係(

☎
０
９
２
・
６
４
３
・

７
０
５
５)

国民健康保険税第４期の納期限は、10月２日（月）です。 ◆問い合わせ　税務課（☎85-7112）広報たがわ
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★
募
集
の
続
き

福
岡
県
弁
護
士
会

法
の
日
週
間
無
料
相
談
会（
筑
豊
地
区
）

　
離
婚
、
相
続
、
遺
言
、
借
金
、
労
働

問
題
な
ど
身
近
な
法
律
問
題
の
相
談
に

弁
護
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　
10
月
２
日（
月
）13
時
～
16
時

▼
と
こ
ろ　
飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
飯
塚
市
新
立
岩
）

▼
定
員　
12
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
方
法　
電
話
で
申
し
込
み

※
９
月
15
日（
金
）９
時
か
ら
受
付
開
始

▼
受
付
電
話
番
号　

☎
０
９
４
８
・

28
・
７
５
５
５
）

※
福
岡
・
北
九
州
・
筑
後
地
区
の
相
談

会
の
情
報
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
弁
護
士
会
（
☎
０
５
７
０
・

７
８
３
・
５
５
２
）

◆有料広告の申し込み ： 株式会社ジチタイアド（☎092-716-1401）

追
加
募
集

田
川
市
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

広
域
清
掃
美
化
事
業
補
助
金

追
加
募
集

田
川
市
さ
わ
や
か
ま
ち
づ
く
り

提
案
事
業
補
助
金

　
市
民
活
動
団
体
が
自
主
的
に
企
画
・

実
施
す
る
公
益
性
の
あ
る
活
動
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
団
体　
福
岡
県
か
ら
認
証
を
受

け
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
た
は
満
18

歳
以
上
の
構
成
員
５
人
以
上
で
、
過

半
数
が
市
民
（
市
内
に
通
勤
通
学
す

る
人
を
含
む
）
に
よ
り
自
主
的
に
組

織
さ
れ
た
団
体

　
広
域
で
公
益
性
の
あ
る
清
掃
美
化
活

動
を
実
施
す
る
市
民
活
動
団
体
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
規
約
や
会
則
な
ど

を
定
め
て
お
り
、
目
的
や
活
動
に
清
掃

を
含
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
団
体　
福
岡
県
か
ら
認
証
を
受

け
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
た
は
満
18

歳
以
上
の
構
成
員
５
人
以
上
で
、
過

半
数
が
市
民
（
市
内
に
通
勤
通
学
す

る
人
を
含
む
）
に
よ
り
自
主
的
に
組

織
さ
れ
た
団
体

▼
対
象
と
な
る
活
動　
実
施
計
画
や
収

支
計
画
が
明
確
で
、
本
年
４
月
か
ら

▼
対
象
と
な
る
活
動　
実
施
計
画
や
収

支
計
画
が
明
確
で
、
市
内
で
実
施
す

る
事
業
で
あ
り
、
来
年
３
月
末
ま
で

に
完
了
す
る
活
動
（
清
掃
活
動
は
対

象
外
）

▼
対
象
経
費　
①
外
部
講
師
な
ど
の
謝

礼
・
交
通
費
・
お
茶
代
②
消
耗
品
③

会
場
の
灯
油
代
な
ど
④
印
刷
製
本
費

⑤
会
場
の
電
気
料
⑥
郵
便
料
や
保
険

料
な
ど
⑦
会
場
使
用
料
や
車
両
機
械

な
ど
の
賃
借
料
⑧
備
品
購
入
費

※
条
件
が
付
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金　
上
限
は
10
万
円
で
千
円
未

満
切
り
捨
て
。
申
請
は
１
団
体
１
事

業
（
通
算
５
回
ま
で
）

▼
申
込
期
限　
９
月
15
日（
金
）

問
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
85
・

７
１
１
３
）

来
年
３
月
ま
で
に
実
施
す
る
市
道
や

市
有
地
の
清
掃
活
動
※
自
助
的
な
活

動
、
広
域
性
や
公
益
性
が
基
準
に
満

た
な
い
活
動
、
他
か
ら
補
助
な
ど
を

受
け
る
活
動
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
経
費　
①
消
耗
品
費
（
草
刈
機

替
刃
、
軍
手
、
用
紙
な
ど
）
②
水
分

補
給
用
の
飲
料
代
③
草
刈
機
類
の
燃

料
代
④
備
品
の
修
繕
費
⑤
郵
便
料
⑥

備
品
購
入
費
（
草
刈
機
な
ど
）

※
条
件
が
付
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
補
助
金　
活
動
範
囲
や
頻
度
な
ど
で

上
限
や
対
象
経
費
を
定
め
て
い
ま
す
。

上
限
は
①
～
⑤
の
計
が
５
万
円
～
50

万
円
、
⑥
は
条
件
に
よ
り
15
万
円
ま

で
。
千
円
未
満
切
り
捨
て

▼
申
込
期
限　
９
月
15
日（
金
）

問
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
85
・

７
１
１
３
）

参
加
者
募
集

高
齢
者
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

　
安
全
な
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使

っ
た
運
動
教
室
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　
①
10
月
4
日（
水
）～
令
和
６

年
１
月
31
日（
水
）13
時
30
分
～
15
時

②
10
月
5
日（
木
）～
令
和
６
年
2
月

22
日（
木
）10
時
～
11
時
30
分

※
お
お
む
ね
月
4
回
、
全
15
回
。
①
は

水
曜
日
、
②
は
木
曜
日
開
催
予
定
。

会
場
の
都
合
に
よ
り
開
催
す
る
曜
日

が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

い
日
程
表
を
初
回
に
配
布
し
ま
す
。

※
必
ず
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
多
目
的

室
※
行
事
な
ど
の
都
合
で
会
場
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象　
本
市
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
人
で
、
原
則
毎
回
参
加
で
き

る
人
。
な
お
、
公
民
館
・
ス
マ
イ
ル

プ
ラ
ザ
な
ど
で
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

に
参
加
し
て
い
る
人
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

▼
定
員　
各
回
30
人
※
申
し
込
み
人
数

が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
初
め
て
参

加
す
る
人
が
優
先
。
そ
れ
以
外
の
人

は
抽
選
。
抽
選
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
、
結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
し
込
み
方
法　
来
所
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　
9
月
22
日（
金
）

▼
そ
の
他　
飲
み
物
・
タ
オ
ル
を
持
参

の
う
え
、
働
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
教
室
は

介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。

問
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
44・８
２
７
０
）

「広報たがわ」の発行を、市公
式 LINE でお知らせ
しています。友だち
登録をよろしくお願
いします。

スマホで手軽に
「広報たがわ」
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○
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
８
月
28
日（
月
）～
10
月
２
日（
月
）の

期
間
、
展
示
入
れ
替
え
と
館
内
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め
臨
時
休
館
し
て
い
ま
す
。

問
田
川
市
美
術
館
（
☎
42・６
１
６
１
）

場
所
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー

９
月
の
乳
幼
児
健
診

健診名 健診日 受付時間 対象生年月日 備考
４か月児

健診 ９月 ８日（金）
13：15～14：30

令和５年４月19日
～５月８日

ブックスタートから
絵本の配布がありま
す。

８か月児
健診 ９月22日（金） 令和４年12月26日

～令和５年１月22日
１歳６か月児

健診 ９月 ５日（火）
13：10～14：30

令和４年
２月生まれ

３歳児
健診 ９月26日（火） 令和２年

８月生まれ
当日の朝とった尿を
送付した容器に入れ
て持参してください。

※健診の対象者には、健診日の１週間程度前に世帯主宛に案内を郵送します。
　（転入してきた場合などは、健診日が異なることがあります）
問市保健センター（☎44-8270）

第
３
回
た
が
わ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

石
炭・歴
史
博
物
館
講
座

会
員
募
集

田
川
地
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

紙
粘
土
雑
貨
作
り

た
が
わ
土
曜
広
場

受
講
料
無
料

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

　
博
物
館
で
連
続
開
催
し
て
い
る
「
た

が
わ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
第
３
回
を
実
施

し
ま
す
。
今
回
は
、
筑
豊
地
域
の
名
勝

庭
園
や
日
本
庭
園
の
基
礎
を
中
心
に
お

話
し
し
ま
す
。

▼
と
き　
９
月
24
日（
日
）13
時
30
分
～

15
時

▼
と
こ
ろ　
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
研

修
室

▼
内
容　
【
講
演
】「
筑
豊
地
域
の
名
勝

庭
園
と
、
日
本
庭
園
の
見
方
・
楽
し

み
方
」【
講
師
】
正し

ょ
う
だ田

実み
ち
ひ
こ

知
彦
さ
ん

(

福
岡
県
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部

文
化
振
興
課
九
州
国
立
博
物
館
・
世

界
遺
産
室) 

▼
参
加
費　
無
料　

▼
定
員　
30
人
（
先
着
順
で
す
が
、
連

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
60
歳

以
上
の
人
を
会
員
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
培
っ
た
知
恵
を
い
か
し
、
働
く

こ
と
を
通
じ
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
伝
い
に
取
り
組
む

と
と
も
に
社
会
参
加
す
る
団
体
で
す
。

田
川
市
郡
内
に
住
む
、
健
康
で
働
く
意

欲
が
あ
る
人
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
田
川
地
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
44
・
８
９
２
５
）

　
紙
粘
土
で
か
わ
い
い
小
物
入
れ
を
作

り
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　
9
月
23
日（
土
祝
）13
時
～
15

時
▼
と
こ
ろ　
田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　
1
千
円
（
材
料
費
含
む
）

▼
持
っ
て
く
る
物　
絵
具
筆
（
中
）
１

本
、
は
さ
み
、
木
工
用
ボ
ン
ド

▼
定
員　
15
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
田
川
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
44
・
6
４

７
０
）

 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
ス
マ
ホ
決
済
講
座

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
ス
マ
ホ
決
済
の
基
本
操

作
を
体
験
す
る
講
座
で
す
。

▼
と
き　
９
月
27
日（
水
）①
10
時
～
12

時
②
13
時
～
15
時

▼
と
こ
ろ　
田
川
市
民
会
館
講
座
室
１

▼
定
員　
20
人

※
１
人
１
台
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
貸
し

出
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　
９
月
25
日（
月
）

▼
申
し
込
み
方
法　
電
話
で
申
し
込
み

問
た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎
49
・
３

２
２
０
）

続
で
参
加
す
る
人
を
優
先
）

▼
申
し
込
み
方
法　
電
話
で
申
し
込
み

問
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
（
☎
44
・
５

７
４
５
）

　　
は
じ
め
ま
し
て
、
８
月
か
ら
広

報
担
当
と
な
り
ま
し
た（
恒
）で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
市
の
職
員
と
し
て
、

人
権
・
同
和
対
策
課
や
子
育
て
支

援
課
で
の
窓
口
業
務
が
主
な
仕
事

で
し
た
。
初
め
て
触
っ
た
一
眼
レ

フ
カ
メ
ラ
は
ズ
シ
リ
と
重
く
、
ピ

ン
ト
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
も

イ
マ
イ
チ
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
戸
惑
う
毎
日
で
す
が
、
市

民
の
み
な
さ
ん
や
先
輩
た
ち
に
教

わ
り
な
が
ら
、
１
日
で
も
早
く
成

長
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
多
く
の
人
と
交
流
し

な
が
ら
取
材
で
き
る
こ
と
が
楽
し

み
で
す
。
緊
張
し
や
す
い
タ
イ
プ

な
の
で
、
優
し
く
笑
顔
で
接
し
て

く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
恒
）

　
８
月
の
人
事
異
動
で
６
年
４
か

月
担
当
し
た
広
報
か
ら
異
動
に
な

っ
た
。
着
任
当
初
は
、
勢
い
だ
け

で
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
ま
ち
へ
飛
び

出
し
、
失
敗
す
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
。
未
熟
な
私
を
、
い
つ
も
優
し

く
正
し
い
方
向
へ
導
い
て
く
れ
た

（
啓
）先
輩
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て

い
る
。
月
日
は
経
ち
、
広
報
紙
制

作
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
喜
び
を

市
民
の
み
な
さ
ん
に
教
え
て
も
ら

っ
た
。
快
く
取
材
や
撮
影
に
協
力

し
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
、
顔
を
覚

え
て
声
を
か
け
て
く
れ
た
子
ど
も

た
ち
、
広
報
紙
へ
の
叱し

っ
た咤
激
励
…

す
べ
て
が
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

新
部
署
で
も
頑
張
り
ま
す
。（
麻
）

防災行政無線の音声案内　☎0120-894-215　◆問い合わせ　安全安心まちづくり課（☎85-7114）

▼
田
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

◎
香
典
返
し
と
し
て

福
島　
寛
之（
亡
義
父
太
一
）下
弓
削
田

福
島　
寛
之（
亡
義
母
敬
子
）下
弓
削
田

福
田　
秀
樹（
亡
母
幸
子
）　　
桜
ヶ
丘

安
元
勝
一（
亡
母
ユ
リ
子
）猪
位
金
７
区

福
嶋　
敦
子（
亡
夫
三
千
秋
）　
向
陽
台

中
野　
清
孝（
亡
母
千
津
子
）　
下
伊
田

岡
崎　
尚
之（
亡
母
敦
子
）　　
文
字
山

櫻
井　
良
治（
亡
母
一
枝
）　　
桜
ヶ
丘

中
野　
良
子（
亡
夫
九
洲
男
）　
宮
尾
町

◎
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

友
末
寺
門
徒
会　
　
　
　
　
　
宮
尾
町

仲
哀
の
名
水
愛
好
者
一
同

（
敬
称
略
）

夏休み自由研究展
　小・中学校の子どもたちが夏休み期間中に
取り組んだ自由研究の作品を展示します。豊
かな発想から生まれた個性あふれる作品を見
て、地域の人や家族から子どもたちに感想を
伝えてください。
●と　き　９月22日（金）・23日（土）
　９時～16時、９月24日（日）９時～12時
●ところ　田川市民会館講堂　
●問い合わせ　市立教育支援センター
　　　　　　　（☎85-7168）
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結果発表12月上旬予定
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みなさんがカメラやスマートフォンで撮影し
た「田川市のグルメ写真」を募集中。入賞者
には豪華賞品を贈ります。田川がもっと輝き、
田川をもっと好きになれる素敵な 1 枚を待っ
ています。積極的な応募をよろしくお願いし
ます。

※コンテストの詳細は
市ホームページで公
開しています。

応募作品に、他人が権利を有する著作物や人物が写っている場合には、著作物の権利者や
写っている人物（18歳未満の場合は保護者）から応募者本人が事前に承諾を得てください。

ふるさと炭坑節キャラバン隊田川市 
ＰＲ事業実行委員会（☎85-7147）

●応募資格　どなたでも応募できます。
※18歳未満の人は保護者の同意が必要。応

募を受けた時点で同意を得ているものとみ
なします。

●募集テーマ
▷︎家族みんなで食べたいオススメグルメ
▷田川に来たら食べてほしいオススメグルメ
▷私だけが知っている隠れたオススメグルメ
●入賞賞品　
▷最優秀賞（１人）市内商品券15,000円分
▷優秀賞（若干名）市内商品券  5,000円分
●応募方法
①応募者のアカウントを公開設定にする。
②市公式「tagawa_official」をフォロー
③キャプションに必要事項を入力して投稿
※結果発表時まで①と②が必要。フォローが

ない場合は受賞無効となります。
※キャプションに「# インスたがわ」と「#

田川市」「# 田川市グルメ」の３つのハッ
シュタグのほか「店名」、「料理を選んだ理
由」を入力してください。

●応募規定　
▷作品はおおむね 1 年以内に撮影したもので、市内で撮影した

ものまたは市の特産品などを撮影した写真に限ります。
▷過去に個人のＳＮＳに投稿した写真も応募できます。ただし、

過去に他のコンテストなどで入賞した作品は応募できません。
▷組写真や合成写真は応募できません。ただし、軽微な色調整、

トリミングなどの加工を行った作品は応募できます。
▷イートイン、テイクアウトどちらでも応募できます。
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